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今月の主なニュース

今月のクロスワードパズルに
正解した方の中から抽選で

今月のプレゼント 13名様
●コロナ対策で開催… …………… 支店別総代座談会………………2Ｐ
●藤木しんや参議院議員迎え研修会…… 県北３JA青年部… ……………3Ｐ
●市長、組合長に空飛ぶ新玉ネギ贈呈…… 玉ネギ部会………………………4Ｐ
●初の試み大成功… ……………… 食・農・装イベント……………5Ｐ
●マンゴー収穫… ………………… 三須町の柳田敏文さん…………7Ｐ
●新体制でスタート… …………… 令和4年度職員配置図…… 14～ 17Ｐ
●切り昆布の煮込みハンバーグ…… シェフ永井のおすすめ……… 26Ｐ

お好み焼ミックス

山芋粉入りで、ふんわり仕上がります。かつお昆布風味のお好み焼き
ができます。

りっぱな玉ネギできました
今年もりっぱな玉ネギができました―。ＪＡ女性部東延岡支部は７年前から地域住民と浜砂の圃場で玉ネ
ギを育てている。ただ、ここ２年ほどはコロナ禍で地域住民の姿はない。「地域の皆さんが参加できるよう
早くコロナ禍が収束してほしい」。そう願いながら支部員たちは今年も収穫に汗を流した。（４面に関連）



組
合
員
の
意
見
、
要
望
な
ど
を
組

織
運
動
に
生
か
す
た
め
Ｊ
Ａ
は
、
４

月
４
日
か
ら
８
日
に
か
け
て
令
和
４

年
度
支
店
別
総
代
座
談
会
を
開
き
ま

し
た
。
昨
年
に
続
き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
３
密

(

密
集
、
密
接
、
密
閉)

を
避
け
、

全
支
店
と
も
会
場
は
本
店
大
ホ
ー
ル

を
使
用
。
窓
や
ド
ア
は
開
放
し
、
参

加
者
は
マ
ス
ク
着
用
、
手
指
消
毒
を

徹
底
し
た
上
で
互
い
の
距
離
を
保
つ

な
ど
万
全
の
対
策
で
臨
み
ま
し
た
。

営
農
経
済
事
業
の
強
化
を

座
談
会
に
は
Ｊ
Ａ
か
ら
楠
田
富
雄
組

合
長
、
川
原
博
之
副
組
合
長
、
重
黒
木

充
常
務
、
小
野
茂
也
常
勤
監
事
を
は
じ

め
地
元
選
出
役
員
、
各
部
長
と
子
会
社

プ
リ
エ
ー
ル
延
岡
、
Ｊ
Ａ
延
岡
地
域
農

業
振
興
支
援
セ
ン
タ
ー
、
Ｊ
Ａ
延
岡
エ

ネ
ラ
イ
フ
の
代
表
が
出
席
し
ま
し
た
。

各
会
場
で
楠
田
組
合
長
は
「
コ
ロ
ナ

禍
の
な
か
役
職
員
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
で
創
意
工
夫
し
な
が
ら
各
種
事
業
に

取
り
組
ん
で
き
た
。
そ
の
結
果
、
昨
年

度
も
計
画
を
達
成
で
き
た
。
新
年
度
は

第
10
次
中
期
３
ヵ
年
経
営
計
画
の
最
終

年
度
で
あ
り
、
Ｊ
Ａ
が
試
さ
れ
る
年
に

な
る
だ
ろ
う
。
一
致
結
束
し
て
難
局
を

乗
り
切
っ
て
い
き
た
い
」
と
し
た
上
で

「
７
月
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
、
購
買
拠

点
店
舗
の
建
設
が
本
店
敷
地
内
に
着
々

と
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
機
に
営

農
経
済
事
業
の
充
実
強
化
を
図
り
、
地

域
農
業
の
再
生
に
全
力
を
尽
く
し
た

い
。
今
ま
で
以
上
に
危
機
感
を
持
っ
て

各
種
事
業
、活
動
に
ま
い
進
し
て
い
く
」

と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

岩
佐
裕
総
務
部
長
か
ら
昨
年
度
の
事

業
実
績
、
高
橋
勇
吉
総
合
企
画
部
長
か

ら
今
年
度
の
事
業
計
画
、
さ
ら
に
重
黒

木
常
務
か
ら
県
域
Ｊ
Ａ
構
想
に
つ
い
て

の
報
告
、
説
明
が
あ
り
、
質
疑
応
答
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

内
容
に
つ
い
て
は
、
総
代
会
（
４
月

27
日
）
の
質
疑
と
併
せ
次
号
で
紹
介
し

ま
す
。

ふ
る
さ
と
市
場
で
は
佐
藤
彰
副
店
長

か
ら
設
立
の
い
き
さ
つ
や
会
員
の
推

移
、
販
売
実
績
な
ど
の
説
明
を
受
け
た

後
、
安
全
・
安
心
・
新
鮮
な
野
菜
、
果

物
、
精
肉
、
鮮
魚
、
花
き
、
だ
ん
ご
等

の
加
工
品
や
手
芸
品
な
ど
を
じ
っ
く
り

見
て
回
り
ま
し
た
。
特
に
Ｊ
Ａ
延
岡
の

ブ
ラ
ン
ド
「
空
飛
ぶ
新
玉
ネ
ギ
」
に
は

興
味
深
々
で
し
た
。

永
山
副
知
事
は
「
消
費
者
、
生
産
者

そ
れ
ぞ
れ
の
ニ
ー
ズ
を
満
た
し
た
直
売

所
だ
。
県
内
で
も
有
数
の
直
売
所
と
聞

い
て
い
た
が
説
明
を
受
け
、
実
際
に
見

て
実
感
し
た
。
さ
っ
そ
く
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
に
紹
介
し
て
Ｐ
Ｒ
し
た
い
」
と
満
足

気
な
表
情
で
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

佐
藤
副
店
長
は
「
最
初
は
緊
張
し
ま

し
た
が
、
熱
心
に
説
明
を
聴
い
て
頂
き

あ
り
が
た
か
っ
た
。
と
て
も
気
さ
く
な

人
柄
の
方
で
し
た
」
と
安
堵
の
表
情
を

見
せ
て
い
ま
し
た
。

今
回
、
永
山
副
知
事
は
Ｊ
Ａ
日
向
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
（
新
規
就
農

支
援
ハ
ウ
ス
）
や
門
川
ミ
ニ
ト
マ
ト
選

果
場
な
ど
も
視
察
し
ま
し
た
。

永
山
寛ひ

ろ
た
か理

副
知
事
は
３
月
16
、

17
日
の
日
程
で
東
臼
杵
管
内
の
農

業
関
連
施
設
や
農
業
従
事
者
を
視

察
し
ま
し
た
。
延
岡
市
で
は
Ｊ
Ａ
の

産
地
直
売
所
「
ふ
る
さ
と
市
場
」、

片
田
町
の
三
雲
治
男
さ
ん
（
79
）
の

農
場
、
北
川
町
の
鏡
山
牧
場
を
訪

問
し
、
接
客
や
作
業
に
従
事
す
る

人
た
ち
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。

佐藤副店長（中央）から「空飛ぶ新玉ネギ」の説明を受ける
永山副知事（右）

決意を述べる楠田組合長（伊形支店の総代座談会で）

ふるさと市場ふるさと市場をを称賛称賛

永山寛理副知事が視察
空飛ぶ新玉ネギに興味

令　
和

４
年
度

支
店
別
総
代
座
談
会
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総
務
委
員
会
の
委
員
長
を
務
め
る
浜

砂
の
横
山
博
章
理
事
（
68
）
は
４
月
４

日
、
玉
ネ
ギ
収
穫
に
精
を
出
す
地
元

の
津
田
恒
喜
さ
ん
（
71
）、
礼
子
さ
ん

（
72
）
夫
妻
の
圃
場
を
訪
ね
、
労
を
ね

ぎ
ら
い
ま
し
た
。

夫
妻
は
圃
場
１
・
１
㌶
で
玉
ネ
ギ
の

ほ
か
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、

シ
ソ
な
ど
年
間
通
し
て
10
数
種
類
の
野

菜
を
栽
培
。
延
岡
綜
合
地
方
卸
売
市
場

の
ほ
か
、
ふ
る
さ
と
市
場
な
ど
Ｊ
Ａ
の

産
地
直
売
所
に
出
荷
し
て
い
ま
す
。

恒
喜
さ
ん
が
最
も
憂
え
る
の
は
後
継

者
問
題
。「
地
域
農
業
の
浮
沈
に
か
か

わ
る
こ
と
な
の
で
行
政
と
連
携
し
、
徹

底
し
て
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
」
と
の
訴

え
に
横
山
理
事
も
「
ほ
と
ん
ど
の
農
家

が
同
じ
悩
み
を
抱
え
て
い
る
。
個
人
で

は
な
く
地
域
で
対
策
を
講
じ
る
必
要
が

あ
る
」
と
同
調
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度

か
ら
検
討
し
た
い
と
伝
え
ま
し
た
。津田夫妻と歓談する横山理事（左）。礼子さんは下浜砂女性部の

会長として女性部活動にも貢献しています

建築資材の不足等により、完
成が遅れていた購買拠点店舗は、
現在、７月オープンに向けて順
調に工事が進んでいます。
コスト削減による農家所得の
向上、相談機能や配送体制等の
充実によるサービス向上を図り、
組合員、利用者に喜んでいただ
ける施設になるよう準備を進め
てまいります。
お正月や棚卸などを除き原則、
年中無休で運営し、併設してい
る味噌加工施設については令和
５年度から一般にも開放するよ
う検討しているところです。
このように組合員はもとより、
購買拠点店舗が市民の方々にと
りましても拠り所となるよう鋭
意努力してまいります。

組合員の皆様へ組合員の皆様へ
〜購買拠点店舗完成へ〜日

々
奔
走

横
山
博
章
理
事

意見収集意見収集
活動活動

令
和
４
年
度
宮
崎
県
青
年
部
地

区
別
研
修
会(

県
北
地
区)

は
３

月
12
日
、
Ｊ
Ａ
延
岡
本
店
大
ホ
ー

ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。
延
岡
、日
向
、

高
千
穂
地
区
の
３
青
年
部
が
毎
年

持
ち
回
り
で
実
施
。
Ｊ
Ａ
延
岡
が

担
当
に
な
っ
た
今
年
度
は
藤
木
し

ん
や
参
議
院
議
員
を
講
師
に
迎
え
、

国
政
報
告
等
を
通
し
て
最
新
の
農

業
情
勢
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

３
Ｊ
Ａ
か
ら
34
人
が
出
席
。
Ｊ
Ａ
延

岡
の
楠
田
組
合
長
、
川
原
副
組
合
長
、

Ｊ
Ａ
宮
崎
県
青
年
組
織
協
議
会
の
長
渡

孝
太
委
員
長
、
井
本
孝
博
副
委
員
長
ら

来
賓
を
前
に
Ｊ
Ａ
延
岡
青
壮
年
部
の
田

口
正
幸
部
長
は
「
農
家
・
Ｊ
Ａ
の
代
表
、

藤
木
議
員
は
現
場
の
声
を
国
政
に
届
け

る
た
め
全
国
津
々
浦
々
を
奔
走
。
農
林

水
産
大
臣
政
務
官
等
の
要
職
を
務
め
る

な
ど
農
政
分
野
の
政
策
通
と
し
て
知
ら

れ
て
い
る
こ
と
は
ご
承
知
と
思
い
ま

す
。
今
日
は
そ
の
豊
富
な
経
験
、
知
識

を
吸
収
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
青
壮
年
部

の
活
動
に
生
か
し
て
い
き
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
。

最
新
の
農
業
情
勢
学
ぶ

藤
木
議
員
の
プ
ロ
フ
ィ
ル
紹
介
、
こ

れ
ま
で
の
活
動
実
績
な
ど
を
ま
と
め
た

Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
上
映
に
続
い
て
講
演
会
に
移

り
ま
し
た
。
藤
木
議
員
は
重
油
や
飼
料

価
格
高
騰
の
展
望
、
担
い
手
育
成
、
農

地
対
策
の
充
実
・
強
化
、
み
ど
り
の
食

料
シ
ス
テ
ム
戦
略
の
対
応
な
ど
農
業
現

場
の
直
面
し
て
い
る
課
題
に
つ
い
て
報

告
。
続
け
て
「
農
業
者
が
求
め
る
政
策

を
実
現
す
る
た
め
関
係
者
が
一
丸
と

な
っ
て
通
常
選
挙
に
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
」
と
次
期
参
議
院
通
常
選
挙
を
見

据
え
て
結
束
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

出
席
者
は
藤
木
議
員
の
一
言
一
句
も

聞
き
も
ら
す
ま
い
と
真
剣
に
耳
を
傾
け

て
い
ま
し
た
。

延
岡
、
日
向
、
高
千
穂

延
岡
、
日
向
、
高
千
穂

地
区
の
３
Ｊ
Ａ
青
年
部

地
区
の
３
Ｊ
Ａ
青
年
部

県北３ＪＡの青年部員を前にあいさつする田口部長

宮
崎
県
青
年

組
織
協
議
会

藤
木
議
員
迎
え
研
修
会

藤
木
議
員
迎
え
研
修
会
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気の抜けない選別作業玉ネギを収穫する参加者

Ｊ
Ａ
玉
ネ
ギ
部
会
は
３
月
18

日
、
読
谷
山
洋
司
市
長
と
Ｊ
Ａ
の

楠
田
組
合
長
、
川
原
副
組
合
長
等

に
「
空
飛
ぶ
新
玉
ネ
ギ
」
を
贈
り

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
例

年
よ
り
１
ヵ
月
ほ
ど
遅
い
贈
呈
と

な
り
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
玉
ネ
ギ
部
会

贈
呈
式
に
は
三
雲
治
男
部
会
長
と
山

本
英
則
副
部
会
長
の
ほ
か
Ｊ
Ａ
営
農
経

済
部
の
日
髙
雄
二
部
長
等
が
出
席
し
ま

し
た
。

市
役
所
で
は
三
雲
部
会
長
が
読
谷
山

市
長
に
「
私
た
ち
が
丹
精
込
め
て
育
て

た
『
空
飛
ぶ
新
玉
ネ
ギ
』
で
す
。
２
月
の

寒
波
で
収
穫
が
遅
れ
心
配
し
た
が
玉
太

り
も
よ
く
ホ
ッ
と
し
て
い
る
。
引
き
続
き

生
産
体
制
強
化
へ
の
支
援
や
消
費
拡
大

の
た
め
の
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
」と
玉
ネ
ギ
を
手
渡
し
ま
し
た
。

読
谷
山
市
長
は
「
収
穫
の
遅
れ
が
気

に
な
っ
て
い
た
が
、
こ
う
し
て
見
事
な

玉
ネ
ギ
を
見
て
安
心
し
た
。『
空
飛
ぶ

新
玉
ネ
ギ
』
は
体
の
中
か
ら
元
気
を
も

ら
え
る
、
そ
ん
な
玉
ネ
ギ
だ
。
売
り
上

げ
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
よ
う
Ｐ
Ｒ
に
努

め
て
い
く
」
と
支
援
を
約
束
。　

Ｊ
Ａ
で
も
三
雲
部
会
長
か
ら
今
季
の

概
要
説
明
を
受
け
た
楠
田
組
合
長
は「
厳

し
い
環
境
の
な
か
、
り
っ
ぱ
な
玉
ネ
ギ
が

で
き
た
。
こ
れ
も
生
産
者
の
努
力
の
賜
。

敬
意
を
表
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
努
力
に

報
い
る
た
め
に
も
販
路
拡
大
へ
向
け
て

の
Ｐ
Ｒ
活
動
に
努
め
た
い
」
と
協
力
に

意
欲
を
示
し
ま
し
た
。
重
黒
木
充
常
務

と
小
野
茂
也
常
監
に
も
贈
り
ま
し
た
。

読谷山市長（左）に空飛ぶ新玉ネギを手渡す
三雲部会長。右は山本副部会長

楠田組合長（右から２人目）に空飛ぶ新玉ネギを手渡す
三雲部会長。右は川原副組合長、左は山本副部会長

Ｊ
Ａ
管
内
で
は
３
月
17
日
か
ら
切
り

玉
ネ
ギ
の
出
荷
が
始
ま
り
ま
し
た
。
今

季
は
２
月
の
寒
気
で
玉
太
り
が
遅
れ
、

例
年
よ
り
１
週
間
ほ
ど
生
育
が
遅
れ
ま

し
た
が
品
質
は
上
々
。
品
種
は「
貴
錦
」

「
浜は
ま

笑え
み

」「
ア
リ
オ
ン
」「
ソ
ニ
ッ
ク
」

な
ど
。
５
月
中
旬
ま
で
続
き
ま
す
。

Ｊ
Ａ
塩
浜
選
果
場
に
は
連
日
、
10
～

15
㌧
が
持
ち
込
ま
れ
ま
す
。
Ｊ
Ａ
で
は

農
産
園
芸
振
興
課
職
員
を
中
心
に
パ
ー

ト
職
員
を
総
動
員
し
て
選
別
、
箱
詰
め

し
、
県
内
外
の
市
場
に
出
荷
。
一
部
は

Ｊ
Ａ
女
性
部
東
延
岡
支
部
は
３
月
25

日
、
浜
砂
の
畑
（
10
㌃
）
で
玉
ネ
ギ
を

収
穫
し
ま
し
た
。
藤
島
恵
子
支
部
長
や

東
延
岡
支
店
の
芝
村
富
士
美
支
店
長
ら

部
員
、
職
員
15
人
ほ
ど
が
参
加
し
、
い

い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

玉
ネ
ギ
栽
培
は
部
員
間
の
親
ぼ
く

と
部
員
増
員
を
目
的
に
７
年
前
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。
今
季
は
昨
年
10
月

末
に
ト
ッ
プ
ゴ
ー
ル
ド
（
空
飛
ぶ
新

玉
ネ
ギ
）
と
貴
錦
の
苗
を
併
せ
て
約

１
万
２
０
０
０
本
を
植
え
ま
し
た
。
今

回
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

ド
レ
ッ
シ
ン
グ
や
カ
ッ
ト
野
菜
な
ど
の

加
工
用
と
し
て
使
用
さ
れ
ま
す
。

生
産
者
は
１
０
６
人
で
栽
培
面
積
は

９
㌶
。
収
量
は
約
２
５
０
㌧
を
見
込
み

ま
す
。

防
止
の
た
め
一
般
参
加
を
自
粛
。
畑
を

提
供
す
る
女
性
部
の
吉
田
千
穂
子
部
長

は
「
以
前
は
一
般
の
方
も
参
加
し
、
に

ぎ
や
か
で
し
た
。
１
日
も
早
い
コ
ロ
ナ

禍
の
収
束
を
願
う
ば
か
り
で
す
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

市
長
、正
副

組
合
長
等
へ

空
飛
ぶ
新
玉
ネ
ギ

空
飛
ぶ
新
玉
ネ
ギ
贈
る
贈
る

玉
太
り
遅
れ
も
品
質
上
々

切
り
玉
ネ
ギ
出
荷
最
盛

切
り
玉
ネ
ギ
出
荷
最
盛

女
性
部
東

延
岡
支
部

玉
ネ
ギ
収
穫

玉
ネ
ギ
収
穫
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活発な議論が交わされた合同会議

女
性
部
、支
店
長
合
同
会
議

Ｊ
Ａ
女
性
部
役
員
・
支
部
長
、
支
店

長
合
同
会
議
は
３
月
24
日
、本
店
大
ホ
ー

ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
コ
ロ

ナ
禍
で
２
年
続
け
て
中
止
と
な
っ
た
家

の
光
大
会
を
開
催
す
る
方
向
で
準
備
を

進
め
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

日
程
は
８
月
27
日
を
予
定
。
参
加
者

は
約
６
０
０
人
（
延
岡
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
大
ホ
ー
ル
の
収
容
人
数
の
半
数
以

下
）
昼
食
、
演
芸
大
会
な
し
。
安
全
面

に
配
慮
し
時
間
短
縮
で
行
い
ま
す
。
コ

ロ
ナ
禍
の
状
況
を
見
極
め
な
が
ら
５
月

に
再
度
協
議
し
ま
す
。

吉
田
千
穂
子
部
長
は
「
家
の
光
大
会

が
無
事
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。
今
年
度
は
支
店
と
の
連
携
を

深
め
、支
部
活
動
の
充
実
を
図
り
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
。
楠
田
組
合
長
は
「
女
性

部
の
協
力
な
く
し
て
Ｊ
Ａ
の
発
展
は
な

い
」
と
女
性
部
の
存
在
を
評
価
し
ま
し

た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
を
通
し
て
地

域
を
元
気
に
し
よ
う
と
県
北
の
男
女

６
人
が
４
月
10
日
、
土
々
呂
町
の
イ

タ
リ
ア
創
作
料
理
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｙ
Ａ
で

「
食
・
農
・
装
」
イ
ベ
ン
ト
を
開
き

ま
し
た
。
地
産
地
消
料
理
、
パ
ン
、

イ
チ
ゴ
、
装
飾
品
販
売
や
ラ
デ
ィ
ッ

シ
ュ
収
穫
体
験
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

な
ど
店
内
外
と
も
に
楽
し
さ
満
載
。

午
前
11
時
か
ら
午
後
２
時
ま
で
の
わ

ず
か
３
時
間
の
オ
ー
プ
ン
で
し
た
が
、

大
勢
の
人
が
押
し
か
け
賑
わ
い
ま
し
た
。

企
画
し
た
の
は
野
地
町
の
フ
ラ
ワ
ー

シ
ョ
ッ
プ
・
ア
ト
リ
エ
マ
キ
の
山
下
麻
岐

さ
ん
（
39
）。
今
年
２
月
上
旬
、
同
店
で

食
事
し
た
際
に
「
こ
こ
で
何
か
イ
ベ
ン

ト
し
た
ら
楽
し
い
か
も
」
と
同
店
の
金

井
喬
志
さ
ん
（
52
）
の
賛
同
を
得
て
知

り
合
い
に
呼
び
か
け
た
の
が
き
っ
か
け
。

集
ま
っ
た
の
は
山
下
さ
ん
、
金
井
さ

ん
の
ほ
か
日
の
出
町
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー

店
ｊ
ｕ
ｎ
．３
の
山
元
順
子
さ
ん（
44
）、

中
町
の
ノ
モ
ベ
ー
カ
リ
ー
の
野
本
功
二

さ
ん
（
44
） 

、
北
方
町
の
農
事
組
合
法

人
う
つ
ぎ
フ
ァ
ー
ム
の
川
並
恒
久
さ
ん

（
35
）、
日
向
市
東
郷
町
の
笹
木
野
い
ち

ご
園
の
橋
口
昭
太
郎
さ
ん
（
41
）。
橋

口
さ
ん
は
、
イ
チ
ゴ
狩
り
で
手
が
離

せ
な
い
た
め
当
日
は
妹
の
美
里
さ
ん

（
38
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

密
を
避
け
る
た
め
店
内
へ
は
25
人
ご

と
の
入
場
で
一
方
通
行
と
い
う
入
場
制

限
や
品
切
れ
に
な
っ
て
お
客
様
に
迷
惑

か
け
な
い
た
め
オ
ー
プ
ン
時
間
を
３
時

間
と
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
家
族
で
楽
し

め
る
よ
う
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
の
設
置
な

ど
決
め
ま
し
た
。
会
場
が
土
々
呂
町
で

あ
る
こ
と
か
ら
ア
ニ
メ
「
と
な
り
の
ト

ト
ロ
」
の
雰
囲
気
を
出
す
た
め
北
方
町

の
山
で
枯
れ
た
ス
ス
キ
や
コ
ケ
の
は
え

た
丸
太
な
ど
を
調
達
し
て
店
内
に
飾
り

付
け
る
な
ど
演
出
に
も
工
夫
を
。　

店
内
の
準
備
を
終
え
た
の
は
当
日
の

午
前
３
時
。
わ
ず
か
の
睡
眠
で
６
人
は

ス
タ
ッ
フ
の
協
力
を
得
て
オ
ー
プ
ン
に

こ
ぎ
着
け
ま
し
た
。
店
内
外
に
並
ん
だ

の
は
土
々
呂
産
大
和
カ
ン
パ
チ
の
ソ

テ
ー
、
ド
ラ
イ
い
ち
ご
、
各
種
パ
ン
、

ベ
ビ
ー
リ
ー
フ
、
生
花
、
ド
ラ
イ
フ
ラ

ワ
ー
、
ネ
ッ
ク
レ
ス
、
イ
ヤ
リ
ン
グ
、

衣
服
…
。「
食
・
農
・
装
」
が
ず
ら
り
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
知
っ
た
と
い
う

川
島
町
の
森
麻
衣
子
さ
ん（
46
）は「
店

内
に
入
る
と
森
の
中
に
い
る
よ
う
で
感

動
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
ど
こ
へ
も

行
け
ず
、
イ
ベ
ン
ト
も
ほ
と
ん
ど
な
い

の
で
気
分
転
換
に
な
り
、
明
日
へ
の
元

気
頂
き
ま
し
た
」
と
笑
顔
を
見
せ
て
い

ま
し
た
。

み
ん
な
の
努
力
が
実
り
、
大
成
功
に

終
わ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
山
下
さ
ん
は

「
さ
す
が
そ
の
道
で
キ
ラ
リ
と
輝
く
人
た

ち
。
お
か
げ
で
多
く
の
人
た
ち
の
笑
顔

に
出
会
え
た
。
今
は
疲
労
困
ぱ
い
。
ゆ
っ

く
り
し
て
充
電
期
間
を
終
え
た
ら
、
ま

た
何
か
新
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
た

い
」
と
次
を
見
据
え
て
い
ま
す
。

山下さん（前列左から２番目）ら出店者
とスタッフの皆さん

子どもに人気だったラディッシュの収穫体験

賑わう店内

家の光大会開催へ家の光大会開催へ

「
食
・
農
・
装
」
イ
ベ
ン
ト
大
盛
況

笑
顔
が
い
っ
ぱ
い
、
地
域
に
活
力
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宮
崎
県
は
３
月
14
日
、
安
全
・

安
心
な
農
業
生
産
を
推
奨
す
る
県

の
認
証
制
度
「
ひ
な
た
Ｇ
Ａ
Ｐ
（
農

業
生
産
工
程
管
理
）」
を
実
践
し
て

い
る
と
し
て
大
武
町
の
㈱
修
電
舎

に
認
証
書
を
交
付
し
ま
し
た
。
交

付
式
は
愛
宕
町
の
東
臼
杵
農
林
振

興
局
で
あ
り
、
濱
砂
正
則
局
長
が

同
社
の
一
瀬
直
行
社
長
（
70
）
に

認
証
書
、
植
田
良
昌
係
長
（
39
）

に
認
証
マ
ー
ク
を
伝
達
し
ま
し
た
。

き
継
ぎ
農
業
を
営
む
一
方
で
電
気
計
装

工
事
を
主
と
す
る
同
社
を
経
営
。
今
で

は
同
社
挙
げ
て
農
業
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
高
齢
化
、
後
継
者
不
足
で
担
い

手
の
い
な
い
50
戸
ほ
ど
の
農
家
か
ら
農

地
を
託
さ
れ
、
集
約
化
や
基
盤
整
備
に

尽
力
。約
９
６
７
㌃
の
農
地
で
玉
ネ
ギ
、

水
稲
、
小
麦
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

認
証
書
を
受
け
た
一
瀬
社
長
は
「
狭

い
田
ん
ぼ
で
両
親
が
苦
労
し
て
い
る
の
を

見
て
基
盤
整
備
を
し
て
効
率
を
上
げ
る

必
要
性
を
感
じ
た
。
こ
れ
か
ら
も
『
農

工
併
進
』
で
基
盤
整
備
を
進
め
後
継
者
、

担
い
手
を
育
て
た
い
。
そ
の
た
め
に
も
認

証
書
を
頂
い
た
の
は
と
て
も
励
み
に
な
り

ま
す
」
と
満
面
の
笑
み
を
見
せ
ま
し
た
。

一
瀬
社
長
は
、
Ｊ
Ａ
の
正
組
合
員
。

地
元
下
三
輪
町
で
両
親
か
ら
農
家
を
引

認証書を手に喜びの一瀬社長（前列右から２人目）と
JAなど関係者の皆さん

両
会
場
と
も
カ
ボ
チ
ャ
、ナ
ス
、キ
ュ

ウ
リ
な
ど
の
野
菜
苗
が
１
鉢
１
０
０

円
、
接
ぎ
木
２
０
０
円
と
あ
っ
て
訪
れ

た
人
た
ち
は
競
っ
て
買
い
求
め
て
い
ま

し
た
。
購
入
者
に
は
有
機
ヘ
ル
パ
ー
の

粉
を
サ
ー
ビ
ス
し
ま
し
た
。

赤
水
町
の
伊
東
つ
い
子
さ
ん
（
72
）

は
「
苗
市
に
は
毎
年
来
て
い
ま
す
。
今

年
は
ミ
ニ
ト
マ
ト
な
ど
5
種
類
の
苗
を

購
入
し
ま
し
た
。
野
菜
が
生
長
し
て
い

く
の
を
見
る
の
が
楽
し
み
。
た
く
さ
ん

で
き
た
ら
近
所
の
人
た
ち
に
分
け
て
あ

げ
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
は
４
月
６
日
、
土
々
呂
町

の
「
と
と
ろ
ふ
れ
あ
い
館
」（
旧

Ｊ
Ａ
土
々
呂
支
店
）
駐
車
場
で
「
春

の
苗
市
」
を
開
き
ま
し
た
。
翌
日

に
は
平
田
町
の
農
機
具
セ
ン
タ
ー

前
広
場
で
も
開
催
。
好
天
に
も
恵

ま
れ
２
日
間
で
用
意
し
た
約
20
種

類
２
０
０
０
鉢
を
完
売
し
ま
し
た
。

好みの野菜苗を買い求める人たち。
上が土々呂苗市、下が平田苗市

令
和
４
年
度
営
農
集
団
理
事
長
・
も

み
す
り
組
合
組
合
長
合
同
会
議
は
３
月

24
日
、
本
店
大
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
ま
し

た
。
新
年
度
の
農
作
業
受
託
基
本
料
金

は
燃
料
、
飼
料
、
農
薬
な
ど
の
価
格
高

騰
に
よ
り
、
作
業
代
金
を
一
律
１
・
５

㌫
値
上
げ
と
し
、
燃
油
価
格
の
動
向
に

よ
っ
て
は
８
月
に
再
度
検
討
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。（
18
ペ
ー
ジ
に
一
覧
表
）。

営
農
集
団
連
絡
協
議
会
の
甲
斐
壽
德

会
長
は
「
コ
ロ
ナ
禍
で
世
の
中
は
す
べ

て
が
停
滞
し
て
い
る
が
、
わ
れ
わ
れ
の

仕
事
は
待
っ
た
な
し
。
燃
料
や
資
材
等

高
騰
で
厳
し
い
環
境
に
あ
る
が
、
結
束

し
て
延
岡
農
業
を
守
ろ
う
」
と
連
携
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。

連携を呼びかける甲斐会長

作
業
代
金
値
上
げ
へ

農
作
業
受
託
基
本
料
金

宮
崎
県
ひ
な
た

Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
書

修
電
舎
に
交
付

修
電
舎
に
交
付

土
々
呂

平　

田

好
評
で
し
た
春
の
苗
市

好
評
で
し
た
春
の
苗
市

一律1.５％アップ一律1.５％アップ
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昨
年
は
早
期
収
穫
を
目
指
し
ハ
ウ
ス

内
の
温
度
を
上
げ
る
の
を
10
日
ほ
ど
早

め
た
結
果
、
花
芽
の
出
な
い
木
が
多
く

収
量
が
３
０
０
０
個
を
下
回
り
ま
し

た
。
例
年
は
４
０
０
０
個
ほ
ど
。
今
季

は
こ
れ
を
教
訓
に
例
年
に
戻
し
ま
し

た
。「
例
年
に
は
ほ
ど
遠
い
が
、
そ
れ

で
も
昨
年
よ
り
２
割
ほ
ど
多
い
」
と
安

堵
の
表
情
を
見
せ
る
柳
田
さ
ん
で
す
。

柳
田
さ
ん
の
マ
ン
ゴ
ー
は
毎
年
、
大

半
が
宮
崎
ブ
ラ
ン
ド「
太
陽
の
タ
マ
ゴ
」

の
規
準
「
３
５
０
㌘
以
上
、
糖
度
15
度

以
上
」
を
ク
リ
ア
。
こ
の
た
め
延
岡
市

の
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
の
返
礼
品
と
し

て
も
好
評
で
す
。
Ｊ
Ａ
農
産
園
芸
指
導

員
に
よ
る
と
「
今
年
も
型
、
色
艶
な
ど

上
々
」
と
太
鼓
判
を
押
し
ま
す
。　

柳
田
さ
ん
は
就
農
15
年
目
。
公
務
員

か
ら
の
転
身
。
マ
ン
ゴ
ー
栽
培
は
12
年

前
か
ら
始
め
ま
し
た
。収
穫
は
９
年
目
。

「
昨
年
を
教
訓
に
、
原
点
に
戻
っ
て
基

本
に
忠
実
に
栽
培
に
取
り
組
み
た
い
」

と
気
持
ち
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。

三
須
町
の
柳
田
敏
文
さ
ん

（
61
）
は
４
月
上
旬
か
ら
石
田
町

の
３
連
ハ
ウ
ス
（
約
20
㌃
）
で
マ

ン
ゴ
ー
の
収
穫
に
追
わ
れ
て
い
ま

す
。
５
月
下
旬
ま
で
続
き
ま
す
。

収
穫
し
た
マ
ン
ゴ
ー
は
全
量
、
高

野
町
の
Ｊ
Ａ
高
野
選
果
場
を
通
し

て
県
内
の
市
場
に
出
荷
し
ま
す
。

色づいたマンゴーをチェックする柳田さん

活気づく高野選果場

南
方
地
区
と
北
方
町
で
４
月
８

日
か
ら
加
工
用
タ
ケ
ノ
コ
の
出
荷

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
初
日
は
高

野
町
の
高
野
倉
庫
に
13
人
が
３

㌧
、
北
方
町
の
北
方
選
果
場
に
２

人
が
１
６
６
㌔
を
出
荷
し
ま
し

た
。
青
果
タ
ケ
ノ
コ
に
比
べ
暖
か

く
適
度
な
降
雨
に
恵
ま
れ
順
調
に

生
育
。
Ｊ
Ａ
延
岡
た
け
の
こ
部
会

で
は
裏
年
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
ま

ず
ま
ず
の
収
量
」
と
明
る
い
表
情

で
す
。
全
量
、
大
分
県
の
加
工
業

者
に
出
荷
し
ま
す
。

高
野
倉
庫
で
は
、
生
産
者
が
早
々
に

掘
り
集
め
た
タ
ケ
ノ
コ
を
持
ち
込
み
ま

し
た
。
Ｊ
Ａ
の
山
内
智
弘
販
売
担
当
が

Ｓ
（
12
㌢
以
上
）、
Ｍ
（
24
㌢
以
上
）、

Ｌ
（
33
㌢
以
上
）、
規
格
外
の
４
段
階

に
分
け
て
選
別
し
た
タ
ケ
ノ
コ
を
生
産

者
総
出
で
配
送
用
の
鉄
か
ご
に
移
し
換

え
ま
し
た
。
作
業
は
26
日
ま
で
毎
週
、

火
曜
日
と
金
曜
日
に
行
わ
れ
ま
す
。

同
部
会
監
事
の
甲
斐
末
吉
さ
ん

（
70
）
は
「
こ
れ
か
ら
の
雨
に
期
待
」

と
し
た
上
で
「
担
い
手
不
足
、
イ
ノ
シ

シ
の
被
害
な
ど
厳
し
い
状
況
が
続
い
て

い
る
。
部
会
と
し
て
も
打
開
策
を
話
し

合
っ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。
そ
の
な
か
で

三
輪
町
の
江
原
太
郎
さ
ん
が
メ
ン
マ
の

原
料
と
し
て
育
ち
過
ぎ
て
商
品
に
な
ら

な
い
タ
ケ
ノ
コ
を
引
き
取
っ
て
く
れ
る

な
ど
明
る
い
材
料
も
あ
る
」
と
笑
顔
で

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
同
部
会
員
は
19

人
、
管
理
面
積
11
㌶
。

マンゴー収穫マンゴー収穫

加工用タケノコ加工用タケノコ
南方地区
北 方 町出荷始まる
裏年も順調に生育

の柳田敏文さん三須町
ふるさと納税の返礼品にも好評

77



理

事

会

だ

よ

り

令
和
４
年
度
第
２
回
理
事
会
は
３
月

30
日
、
本
店
大
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
ま
し

た
。
16
議
案
に
つ
い
て
審
議
し
、
原
案

通
り
可
決
し
ま
し
た
。
報
告
は
25
件
で

し
た
。

＝
　
議
　
案
　
＝

	▽
令
和
３
年
度
　
第
４
・
四
半
期
　
事
業

実
績

	▽
令
和
３
年
度
　
第
４
・
四
半
期
　
株
式

会
社
プ
リ
エ
ー
ル
延
岡
事
業
実
績

	▽
令
和
３
年
度
　
第
４
・
四
半
期
　
株
式

会
社
J
A
延
岡
地
域
農
業
振
興
支
援

セ
ン
タ
ー
事
業
実
績

	▽
令
和
３
年
度
　
第
４
・
四
半
期
　
株
式

会
社
J
A
延
岡
エ
ネ
ラ
イ
フ
事
業
実

績

	▽
令
和
３
年
度
　
事
業
報
告
、
貸
借
対

照
表
、
損
益
計
算
書
、
剰
余
金
処
分

案
、
注
記
表
及
び
附
属
明
細
書
の
承

認（
協
同
の
あ
ゆ
み
）

�
�

【
独
立
監
査
人
の
監
査
報
告
】

�
�

【
監
事
監
査
報
告
】

�
�

【
令
和
３
年
度
　
定
期
監
事
監
査
報
告
】

	▽
会
計
監
査
人
の
報
酬

	▽
当
組
合
に
お
け
る
取
引
の
リ
ス
ク
評

価
書
の
改
正

	▽
定
款
の
一
部
変
更

	▽
第
32
回
　
通
常
総
代
会
提
出
議
案

	▽
第
32
回
　
通
常
総
代
会
の
開
催
方
法

	▽
第
32
回
　
総
代
会
に
お
け
る
書
面
議

決
権
に
か
か
る
理
事
会
決
議

	▽
第
32
回
　
通
常
総
代
会
　
優
良
組
合

員
表
彰
の
選
考

	▽
育
児
休
業
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部

変
更

	▽
介
護
休
業
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部

変
更

	▽
組
合
員
脱
退
に
伴
う
出
資
金
の
仮
払
い

	▽
株
式
会
社
プ
リ
エ
ー
ル
延
岡
の
役
員

選
出

＝
　
報
　
告
　
＝

	▽
会
計
監
査
人
の
再
任

	▽
令
和
３
年
度
　
資
産
自
己
査
定
の
結

果
報
告

	▽
令
和
４
年
度
　
J
A
延
岡
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
体
制

	▽
令
和
４
年
度
　
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン

グ
等
及
び
反
社
会
的
勢
力
等
排
除
体
制

	▽
令
和
４
年
度
　
個
人
情
報
保
護
・
情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
管
理
体
制

	▽
「
県
域
J
A
構
想
」
に
か
か
る
今
後
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

	▽

令
和
４
年
度
　
支
店
別
総
代
座
談
会
資
料

	▽
訪
問
に
よ
る
意
見
収
集
活
動
の
継
続

実
施

	▽
J
A
延
岡
事
業
改
革
検
討
会
議
の
設
置

	▽
事
業
部
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
実
施

	▽
第
32
年
度
　
単
体
自
己
資
本
比
率

	▽
令
和
４
年
度
　
支
店
別
総
代
座
談
会

日
程

	▽
J
A
グ
ル
ー
プ
宮
崎
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ

支
援
募
金
活
動
」
の
取
扱
い

	▽
令
和
３
年
度
　
余
裕
金
運
用
状
況
報
告

	▽
令
和
４
年
度
　
J
A
懸
賞
付
定
期
積

金
「
た
ま
ル
ン
♪
ル
ン
♪
」

	▽
大
量
硬
貨
入
金
手
数
料
の
新
設
及
び

円
貨
両
替
手
数
料
の
改
定

	▽
移
動
金
融
店
舗
「
そ
ら
た
ま
号
」
運
行

実
績

	▽
貯
金
・
貸
出
金
実
績

	▽
長
期
共
済
実
績

	▽
令
和
４
年
度
　
J
A
延
岡
自
然
災
害

損
害
調
査
業
務
体
制（
共
済
事
業
）

	▽
2
0
2
2
　
農
機
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ェ

ア
の
開
催

	▽
令
和
４
年
度
　
W
C
S
（
飼
料
用
イ

ネ
）の
苗
・
種
子
注
文

	▽
農
民
連
盟
活
動
報
告

	▽
３
月
期
　
子
牛
セ
リ
市
の
結
果

	▽
斎
場
別
葬
儀
取
扱
件
数

【
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
修
】

	▽
反
社
会
的
勢
力
等
へ
の
対
応

前
回
、前
年
同
期
を
下
回
る

雌
の
平
均
価
格
は
64
万
０
４
１
５

円
（
前
回
比
２
２
４
４
円
高
）、

去
勢
は
76
万
３
７
９
０
円
（
同

１
万
３
２
６
２
円
安
）。
最
高
値
は
雌

が
１
２
３
万
２
０
０
０
円
、
去
勢
が

１
２
３
万
４
２
０
０
円
で
し
た
。

６
１
０
頭
が
出
場

出
場
頭
数
は
６
１
０
頭
（
雌
２
９
１

頭
、
去
勢
３
１
９
頭
）
で
し
た
。（
価

格
は
い
ず
れ
も
税
込
み
）。 

価
格
は
左
記
の
通
り
で
す
。

平
均
70
万
４
９
３
４
円

東
臼
杵
郡
市
畜
産
農
業
協
同
組

合
連
合
会
は
３
月
20
、
21
日
の
両

日
、
櫛
津
町
の
延
岡
家
畜
市
場
で

３
月
期
子
牛
せ
り
市
を
開
き
ま
し

た
。
平
均
価
格
は
70
万
４
９
３
４

円
。
前
回
市
よ
り
４
９
３
３
円
安
、

前
年
同
期
比
で
も
８
万
２
０
０
７

円
安
と
な
り
ま
し
た
。

頭数（頭） 最高（円） 最低（円） 平均（円） 日齢 体重（kg）
延
岡
農
協

雌 98 953,700 407,000 627,516 298 278.8
去 105 1,234,200 436,700 758,225 270 278.9
計 203 695,124 283 278.9

延
岡
市
場

雌 291 1,232,000 227,700 640,415 297 280.7
去 319 1,234,200 327,800 763,790 271 282.2
計 610 704,934 283 281.5

前年市（３月）前回市（１月）今回市（３月） 前年比 前回比
雌 749,555 638,171 640,415 △109,140 2,244

去勢 823,480 777,052 763,790 △59,690 △13,262
平均 786,941 709,867 704,934 △82,007 △4,933

成 績 表

活気づく延岡家畜市場

３
月
期

せ
り
市
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あなたもチャレンジ！ 家 庭 菜 園家 庭 菜 園

園芸研究家 ● 成松　次郎

　

ラ
ッ
カ
セ
イ
の
根
に
は
、
根
粒
菌
が
共
生
し
、

空
気
中
の
窒
素
を
植
物
に
供
給
す
る
た
め
、窒
素

の
少
な
い
土
壌
で
も
生
育
で
き
ま
す
。
温
暖
地
で

は
種
ま
き
適
期
は
５
月
中
旬
～
６
月
中
旬
で
す
。

【
品
種
】ゆ
で
豆
向
き
に
は
、早
生
の「
郷
の
香
」、晩

生
の「
お
お
ま
さ
り
」な
ど
が
あ
り
ま
す
。
煎
り
豆

向
き
で
晩
生
の「
千
葉
半
立
」、中
生
の「
ナ
カ
テ
ユ

タ
カ
」、や
や
早
生
で
最
近
育
成
さ
れ
た「
Ｑ
な
っ
つ
」

が
あ
り
ま
す
。

【
畑
の
準
備
】事
前
に
１
平
方
ｍ
当
た
り
苦
土
石
灰

１
５
０
ｇ
を
菜
園
全
体
に
散
布
し
て
耕
し
て
お
き
ま

す
。
深
さ
20
～
30
㎝
の
溝
を
70
～
80
㎝
間
隔
で
掘
り
、

溝
１
ｍ
当
た
り
化
成
肥
料（
Ｎ
Ｐ
Ｋ
各
成
分
10
％
）

１
０
０
ｇ
と
堆
肥
２
㎏
と
を
施
し
、土
と
よ
く
混
ぜ
、

溝
を
埋
め
戻
し
ま
す（
図
１
）。
窒
素
が
多
過
ぎ
る
と

「
木
ぼ
け
」し
、実
の
付
き
が
悪
く
な
る
た
め
、野
菜

の
後
作
で
は
肥
料
を
控
え
め
に
与
え
ま
し
ょ
う
。

【
種
ま
き
】土
を
盛
り
上
げ
て
幅
30
㎝
程
度
の
畝
を

立
て
、種
は
25
～
30
㎝（「
お
お
ま
さ
り
」は
50
～

60
㎝
）の
間
隔
で
２
粒
ま
き
ま
す（
図
２
）。
鳥
よ

け
は
、ト
ン
ネ
ル
状
に
ネ
ッ
ト
を
掛
け
る
か
、不

織
布
で
べ
た
掛
け
を
し
ま
す
。
ま
た
、釣
り
糸
を

上
部
に
張
る
と
、カ
ラ
ス
は
羽
が
糸
に
触
れ
る
こ

と
を
嫌
う
た
め
、飛
来
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
畑
の
都
合
や
鳥
害
回
避
の
た
め
に
、
小
型

ポ
ッ
ト
で
本
葉
２
枚
く
ら
い
ま
で
育
苗
を
し
て
か

ら
植
え
付
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

【
灌か
ん
す
い水
】発
芽
ま
で
は
十
分
与
え
、そ
の
後
は
や
や

乾
か
し
気
味
に
し
ま
す
が
、夏
の
乾
燥
は
実
の
太

り
に
影
響
す
る
の
で
灌
水
す
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

【
土
寄
せ
】開
花
後
に
株
元
に
土
寄
せ
を
し
ま
す
。

こ
の
土
寄
せ
は
子
房
柄
が
地
中
に
入
り
や
す
く
す

る
た
め
で
す（
図
３
）。

【
病
害
虫
防
除
】コ
ガ
ネ
ム
シ
類
の
幼
虫
が
、さ
や
を

食
害
す
る
と
き
が
あ
り
ま
す
。
掘
り
取
っ
た
と
き
に

幼
虫
が
い
た
ら
捕
殺
し
て
く
だ
さ
い
。
次
年
度
以
降

は
、フ
ォ
ー
ス
粒
剤
な
ど
で
防
除
対
策
を
し
ま
し
ょ
う
。

【
収
穫
】ゆ
で
豆
向
き
品
種
で
は
、「
郷
の
香
」は
開

花
期（
株
全
体
の
半
数
に
開
花
が
始
ま
っ
た
と
き
）

か
ら
お
よ
そ
70
日
、「
お
お
ま
さ
り
」で
お
よ
そ
85

日
の
さ
や
が
十
分
に
肥
大
し
た
頃
で
す
。
煎
り
豆

向
き
で
は
、「
ナ
カ
テ
ユ
タ
カ
」「
Ｑ
な
っ
つ
」は
お

よ
そ
80
日
、「
千
葉
半
立
」は
さ
や
が
膨
ら
み
、網

目
が
は
っ
き
り
と
見
え
た
95
日
頃
で
、中
の
豆
の

皮
が
茶
色
に
着
色
し
て
い
ま
す
。

【
食
べ
方
】電
子
レ
ン
ジ
を
利
用
し
た
、煎
り
方
を

紹
介
し
ま
す
。
乾
燥
さ
や
50
ｇ
を
耐
熱
皿
に
並
べ
、

５
０
０
Ｗ
で
１
分
半
加
熱
し
た
後
、
攪か
く
は
ん拌

し
、
再

度
１
分
間
加
熱
後
攪
拌
し
、さ
ら
に
５
０
０
Ｗ
で

１
分
間
加
熱
し
ま
す
。
加
熱
の
過
程
で
か
き
混
ぜ

る
こ
と
で
、煎
り
む
ら
を
少
な
く
で
き
ま
す
。
電

子
レ
ン
ジ
の
出
力
を
低
く
設
定
し
、加
熱
時
間
を

長
く
取
る
こ
と
で
も
煎
り
さ
や
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、む
き
身
で
は
、水
に
10
秒
ほ
ど
漬
け
、紙
封
筒

に
入
れ
て
50
ｇ
で
は
５
０
０
Ｗ
で
３
分
程
度
加
熱

し
ま
す
。
い
ず
れ
も
分
量
が
多
い
場
合
は
調
理
時

間
が
長
く
な
り
、少
な
い
場
合
は
短
く
な
り
ま
す
。

ラッカセイ　ゆでれば甘く、煎
い

れば香ばしい
図 1　畑の準備

図 2　種まき

図 3　土寄せ

70〜80㎝

30㎝

花

子房柄

さや

25〜30㎝

耳より情報

インショップ産直コーナー

お問い合わせは
ふるさと市場
☎28-0080

ふるさと市場安全 安心 新鮮
マックスバリュ岡富店
営業／0：00～24：00
住所／中川原町2丁目
　　　4920

イオン延岡店　
営業／9：00～21：00
住所／旭町2丁目2-1

イオン多々良店
営業／9：00～21：00
住所／岡富町154

産直市場のべおか
営業／10：00～19：00
住所／大貫町3丁目　
　　　1278

マックスバリュ南延岡店
営業／0：00～24：00
住所／構口町2丁目   
　　　204-7

　ナス、キュウリ、トマト、ピーマン、スイカ
などの夏野菜の苗が続々入荷しています。
旬の野菜は栄養満点。自分で育てた旬の
野菜を食べて厳しい夏を乗り切りましょう。

営業／9：30～18：00　住所／恒富町4丁目27

夏野菜苗、続々入荷
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①固い茎や固い葉が混入していないもの

②１つの茎に２～３枚の若葉 

③ビニール袋に入れない  

④摘んだらすぐに工場へ持ち込む

正しい茶葉の状態および注意点

こ
の
位
置
で

摘
ん
で
下
さ
い

お問い合わせは、
JA延岡農産園芸振興課
☎23-1892 へ。

委託製造開始日は茶工場毎に
違います。必ず摘む前に茶工
場の確認を行うようにお願い
致します。

令和４年産令和４年産
委託加工茶のご案内委託加工茶のご案内

寄せられたお礼の手紙に
感激の甲斐さん

南方小学校の児童に「空飛ぶ新玉ネギ」の栽培体験を通
して「食」と「農」の大切を説いている野田３丁目の甲斐俊
行さん（77）に今年もお礼の手紙が届きました。

この農業体験は３年生を対象に21年前から自らの畑（２・
５㌃）を提供して実施。今年は125人が苗植え、収穫、その
間の水やりや除草作業など体験しました。

今回の手紙は甲斐さんの提案で
2025年の大阪万博に登場するとさ
れている「空飛ぶ車」に関する内容
が大半を占めました。「『空飛ぶ車』
ができたら『空飛ぶ新玉ネギ』を乗
せて世界の国々に届けてください」
などの発想に甲斐さんは早くも「今
の子どもたちが６年生の時に大阪
万博が開かれる。大事に保管し、そ
の年にみんなに見せてやりたい。
空飛ぶ車が実現していればよいの
だが…」と３年後を見据えています。

貸出金(融資)部門で優秀な成績を収めたと
してJA宮崎信連(宮崎県信用農業協同組合連
合会)は、JA延岡に表彰状を送り、その功績を
称えました。

表彰式は令和４年度JAバンク宮崎推進大会
の席上で行われる予定でしたが、新型コロナウ
イルス感染拡大防止のため中止されたことか
ら同信連の迫義文理事長が３月29日、当JAを
訪れ、楠田組合長に表彰状を手渡しました。

楠田組合長は「職員がやるべきことを理解し、
実践した結果だ。この表彰が共済部門など全
職場に波及し、各人の意識高揚につながること
を期待している」とさらなる飛躍を誓いました。

Ｊ
Ａ
延
岡
、Ｊ
Ａ
共
済
連
宮
崎

60
人
の
園
児
た
ち
が
参
加
し
、
舞
台

の
横
断
歩
道
で
交
通
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を

学
び
ま
し
た
。「
横
断
歩
道
は
左
右
を
し
っ

か
り
確
認
し
、
右
手
を
大
き
く
上
げ
て

渡
る
こ
と
」「
信
号
機
の
あ
る
場
合
は
信

号
の
色
が
青
に
な
る
の
を
確
か
め
て
か
ら

渡
る
こ
と
」
な
ど
マ
モ
ル
ワ
タ
ル
く
ん
や

警
察
官
に
扮
し
た
出
演
者
と
一
緒
に
正
し

い
渡
り
方
を
身
に
つ
け
ま
し
た
。

交
通
安
全
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

Ｊ
Ａ
延
岡
と
Ｊ
Ａ
共
済
連
宮
崎

は
３
月
18
日
、
無
鹿
町
の
す
み
れ

保
育
園(

浜
田
幸
代
園
長)

で
交

通
安
全
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
魔
法
園

児
マ
モ
ル
ワ
タ
ル
」
を
行
い
ま
し

た
。
園
児
を
交
通
事
故
か
ら
守
る

た
め
Ｊ
Ａ
共
済
が
地
域
貢
献
活
動

の
ひ
と
つ
と
し
て
平
成
16
年
か
ら

全
国
の
幼
稚
園
で
開
い
て
い
る

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
形
式
の
交
通
安
全

教
室
で
す
。

横断歩道の正しい渡り方を学ぶ園児たち

南方小児童たちから礼状南方小児童たちから礼状
農業体験のお礼に！ 感激の甲斐さん

JA延岡JA延岡にに優績表彰優績表彰

表
彰
状
を
手
に
喜
び
の
楠
田
組
合

長
（
中
央
）。
右
が
迫
理
事
長
　

す
み
れ

保
育
園

横
断
歩
道
の
渡
り
方
学
ぶ

横
断
歩
道
の
渡
り
方
学
ぶ
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あいさつする楠田組合長

１
人
ひ
と
り
に
辞
令
を
手
渡
し
た
楠

田
組
合
長
は
「
あ
い
さ
つ
、
整
理
整
頓

な
ど
当
た
り
前
の
こ
と
を
当
た
り
前
に

で
き
る
人
間
に
、
つ
ま
り
何
事
も
『
凡

事
徹
底
』
で
あ
る
。
そ
の
上
で
人
と
人

の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
な
が
ら
人
間

力
を
養
い
、
Ｊ
Ａ
を
担
う
に
ふ
さ
わ
し

い
職
員
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
」
と
訓
示
。

新
採
用
職
員
を
代
表
し
て
営
農
経
済

部
経
済
課
グ
リ
ー
ン
ワ
ン
営
業
相
談
係

の
和
藤
海
夢
さ
ん
は
「
私
た
ち
６
人
は

『
延
岡
の
農
業
発
展
に
貢
献
す
る
』
と

い
う
共
通
認
識
を
持
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の

部
署
で
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
し

て
Ｊ
Ａ
延
岡
、
さ
ら
に
延
岡
市
の
発
展

に
尽
力
い
た
し
ま
す
」
と
誓
い
の
言
葉

を
述
べ
ま
し
た
。

先
輩
職
員
を
代
表
し
て
岡
富
支
店
の

甲
斐
梨
瑚
さ
ん
は
「
い
か
な
る
時
で
も

常
に
笑
顔
で
業
務
に
励
む
よ
う
心
掛
け

て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
同
期
の
仲
間
、

職
場
の
仲
間
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
。

苦
し
い
と
き
、
困
っ
た
と
き
は
１
人
で

悩
ま
ず
、
周
り
の
人
に
頼
っ
て
み
て
く

だ
さ
い
。
私
が
今
こ
う
し
て
苦
境
を
乗

り
越
え
ら
れ
て
い
る
の
も
周
り
の
み
ん

な
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
心
か
ら

感
謝
し
て
い
る
か
ら
で
す
」
と
励
ま
し

の
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。

新採用職員を励ます甲斐さん

ＪＡは４月１日、本店小ホールで令和

４年度新採用職員入組式を行いました。

次代を担う６人(男性２人、女性４人)

が入組。希望を胸にＪＡ人生のスタート

を切りました。

塩月　優実
東海支店貯金為替係

小辨野　愛莉
恒富支店貯金為替係

長友　実夢
北方支店貯金為替係

和藤　海夢
営農経済部経済課

グリーンワン営業相談係

橋口　心美
南方支店貯金為替係

山内　達也
北方支店購買係

和田氏甲斐氏佐藤氏

新採用職員

３
月
31
日
付
で
６
人
の
方
が
定
年
退

職
さ
れ
ま
し
た
。
長
年
に
わ
た
り
、
Ｊ
Ａ

の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
お
疲
れ

様
で
し
た
。
敬
称
略
。
カ
ッ
コ
内
は
前
職
。

▽
和
田
健
太
郎（

監
事
室
室
長
兼
監
査

部
部
長）

▽
甲
斐
宗
敏（

総
合
企
画
部
部
長）

▽
佐
藤
憲
俊（

総
合
企
画
部
リ
ス
ク
管

理
課
課
長）

▽
太
田
博
秋（

岡
富
支
店
総
合
推
進
係）

▽
坂
本
静
重（

北
方
支
店
購
買
係）

▽
中
洞
千
秋（

営
農
経
済
部
農
機
具
課

農
機
セ
ン
タ
ー
係）

次
代
担
う

次
代
担
う
６６
人
が
仲
間
入
り

人
が
仲
間
入
り

令和４年度入組式令和４年度入組式

お疲れ様でした
定年退職者ご紹介
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移動金融店舗車両巡回スケジュール
●●●●

●
●●●●

●
そらたま

号
そらたま

号

払い出しはお１人様50万円まで。 キャッシュカードでの取り扱いはできません。

ご利用の際は、印鑑と通帳をご持参ください。

普通貯金入出金取扱い業務▶ 定期積金の掛込 通帳の記帳・繰越 税金、公共料金の受入れ

ATMは設置して
いません。

毎週木曜日はメンテナンスのため運休

月 曜 日
時　間 場　所

10：00～11：00 富美山コミュニティセンター
12：45～13：05 宮野浦中央公園
13：40～14：20 市尾内
14：40～15：00 旧阿蘇漁港前

火 曜 日
時　間 場　所

 9：00～10：30 旧Ａコープ桜ヶ丘店
11：00～11：30 片田公民館
13：00～14：30 ととろふれあい館（旧土々呂支店）

水 曜 日
時　間 場　所

 9：00～10：00 旧Ａコープ桜ヶ丘店
10：30～11：00 桑平バス停
12：30～14：00 旧G1ひらた

金 曜 日
時　間 場　所

 8：50～ 9：20 伊原営農集会所
 9：40～10：10 岡元公民館
10：40～11：10 行縢多目的集会所
13：00～13：30 唐立営農研修館
13：50～14：20 二股上公民館
※天候や交通状況により、遅延・運休になる場合があります。

あなたの「農地」明日につなげます。
農地の貸し借りは、まず！ご相談ください。

宮崎県知事が指定する公的機関です

農地中間管理事業とは？

農地を
貸したい人

農地を
借りたい人

農地を中間管理
農地中間管理機構

公益社団法人
宮崎県農業振興公社離農 (リタイア）

規模縮小等
機構の公募に応募
する必要があります。

農地中間管理事業活用のメリット 人・農地プランの話し合いで活用！

○「人・農地プラン」の地域で機構を利用した場合、地域に対して協力金が支払われる場合があります。
○リタイアを考えられている方等（個人）が機構を利用すると個人に協力金が支払われる場合があります。
○地域で国の補助事業を実施する場合、農地中間管理事業に取り組んでいることが要件となる場合があります。
活用にあたっては要件等がありますので、下記の相談窓口にお問い合わせください。

相 談 窓 口 延岡市総合農政課　地域農業係
TEL　22-7073

延岡市農業委員会
TEL　22-7028

ＪＡ延岡　営農総合対策課
TEL　23-1901

貸付 貸付

　農地利用集積円滑化事業 (ＪＡ延岡取扱い ) につきましては、国の方針により令和 2 年 4月から新契約および契約
の更新ができなくなっています。
　今後の農地賃貸契約につきましては、農地中間管理機構のご利用をお願いしております。
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令和4年度　経営所得安定対策受付　日程令和4年度　経営所得安定対策受付　日程
経営所得安定対策の令和４年度の申請受付が５月10日

（火）からJA支店等で始まります。
加入を希望される方は、印鑑と通帳を持参の上、必ず会場

で手続きをしてください。日程は下記の通りです。（コロナ
ウイルス対策で変更がある場合は、別途ご案内致します。）

５月
日 曜 地　　区 場　　所 時　間
10 火 北方地区 北方総合支所 10:00～19:00
11 水 北方地区 北方総合支所 10:00～16:00

12 木 東延岡地区
東海地区

JA東延岡支店
JA東海支店

  9:30～12:00
14:00～19:00

13 金 伊形地区
恒富地区

Aコープ一ヶ岡２F
JA恒富支店

  9:30～12:00
14:00～19:00

14 土
15 日
16 月 平田・南方・西階地区 NOSAI北部センター 14:00～19:00
17 火 岡富地区・指定農家 JA本店大ホール 14:00～19:00
18 水
19 木
20 金
21 土
22 日
23 月 北川地区 北川総合支所 14:00～19:00
24 火 北川地区 北川総合支所 14:00～19:00
25 水 北浦（三川内） 清流荘 13:00～19:00
26 木 北浦（古江・市振） JA北浦支店 14:00～19:00

お問い合わせは、JA延岡営農総合対策課 ☎ 23−1901へ

移
植
後
、
日
中
は
浅
水
管
理
を
行
い
、

地
温
を
上
げ
て
生
育
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

除
草
剤
を
使
用
す
る
際
は
５
㌢
以
上

の
水
深
を
保
ち
、
か
け
流
し
は
し
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

中
干
し
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
５
月
中

旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
茎
数
が
20
～
22
本

程
度
確
保
し
た
ら
実
施
し
ま
す
。
表
面

が
軽
く
乾
き
、
足
跡
が
つ
く
程
度
で
す
。

【
防
　
除
】

い
も
ち
病
発
生
時
は
、
ブ
ラ
シ
ン
フ
ロ

ア
ブ
ル　

１
０
０
０
倍
が
効
果
的
で
す
。

春
先
か
ら
カ
メ
ム
シ
が
圃
場
の
周
り
に

生
息
し
始
め
ま
す
。
畦
草
は
出
穂
ま
で
に

刈
り
取
り
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

種
子
は
塩
水
選
を
行
い
、
病
害
虫

被
害
の
な
い
充
実
し
た
種
籾
を
選
別

し
ま
し
ょ
う
。

【
種
子
消
毒
】

•

ス
ミ
チ
オ
ン
乳
剤　

１
０
０
０

倍　

テ
ク
リ
ー
ド
Ｃ
フ
ロ
ア
ブ
ル　

２
０
０
倍

【
浸
　
漬
】

酸
素
欠
乏
防
止
の
た
め
、
１
日
に

１
回
は
水
を
入
れ
替
え
ま
し
ょ
う
。

水
温
×
浸
漬
日
数
＝
１
０
０
を
目

安
に
し
ま
し
ょ
う
。
水
温
15
℃
で
６
～

７
日
が
目
安
で
す
。
水
温
10
℃
を
下
回

る
と
低
温
障
害
が
起
こ
り
ま
す
。
温

暖
化
の
影
響
で
休
眠
が
深
く
な
っ
て
い

ま
す
。
浸
漬
作
業
は
し
っ
か
り
行
い
ま

し
ょ
う
。

【
催
　
芽
】

催
芽
は
30
～
32
℃
で
行
い
ま
し
ょ

う
。
40
℃
以
上
は
高
温
障
害
等
が
懸

念
さ
れ
ま
す
の
で
注
意
し
ま
す
。

【
播
　
種
】

播
種
は
、
乾
籾
で
１
５
０
㌘
、
催
芽

籾
で
１
８
０
㌘
で
す
。
播
種
量
が
多
い

と
ム
レ
苗
が
発
生
し
や
す
く
な
る
の
で

注
意
し
ま
す
。
苗
立
枯
病
防
除
は
、
ダ

コ
ニ
ー
ル
１
０
０
０
を
１
０
０
０
倍
で

１
箱
当
り
１
㍑
灌
水
し
、
覆
土
を
し
ま

す
。
覆
土
後
に
は
灌
水
を
し
な
い
よ
う

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

【
緑
化
・
硬
化
】

芽
が
１
㌢
程
度
出
た
ら
苗
を
広
げ
ま

し
ょ
う
。
苗
や
け
防
止
の
た
め
寒
冷
紗

等
で
被
覆
し
、
苗
立
枯
病
防
除
の
た
め
、

タ
チ
ガ
レ
エ
ー
ス
Ｍ
液
剤　

１
０
０
０
倍

を
１
箱
当
り
0.5
㍑
を
散
布
し
ま
し
ょ
う
。

第
１
葉
が
展
開
し
た
ら
寒
冷
紗
を
剥

が
し
硬
化
さ
せ
ま
す
。

農
繁
期
を
迎
え
ま
す
の
で
農
作
業
事

故
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

【
農
産
園
芸
振
興
課
】

稲
作
情
報

稲
作
情
報

早
期
水
稲

普
通
期
水
稲

５月期の農業用廃プラスチックの回収を行います。
農業で使用し、不要となったプラスチック（マルチ、

ハウス用ビニール、肥料袋等）は「産業廃棄物」です。
家庭用のゴミとして処理することはできません。
野焼きや不法投棄を行うと５年以下の懲役や

1,000万円以下の罰金が科せられます。
回収日を利用して、農業用廃プラスチックの適正

処理に努めてください。

○回収日　２０２２年５月２０日（金）
○時　間　午前９時３０分から午後３時３０分まで

○処　理　ポリフィルム、塩化ビニール いずれも３０円
　手数料　（１キロ当り・税別）
○場　所　延岡市大武町　㈱黒田工業

※当日は、事前に異物などは取り除き、「塩化ビニール製」と
「ポリフィルム製」をきちんと分別し、搬入してください。
※つり銭が不足していますので、ご協力をお願いします。

問い合わせ先　
延岡市農業用廃プラスチック適正処理対策推進協議会

（延岡市農業畜産課内）☎２２ー７０１８

農業用廃プラスチック
　　　　  に回収します5月20日

※正午から午後１時までは休憩時間となるため、
回収できませんのでご了承ください。
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島
純
平

農
産
物
検
査
係

（
◎
本
田
浩
司

　◎
川
原
昌
人

　○
中
尾
浩
士

　△
佐
藤

　彰
）

（
○
河
野
一
志
）

　△
甲
斐
健
嗣

　●
植
田
祥
敬

　甲
斐
拓
実

　佐
藤
匠
真

　▼
請
関
俊
一

 ▼
増
場

　剛

　（
ア
ル
バ
イ
ト
矢
北
）

　■
別
府
美
左
代

　■
中
洞
千
秋

（
◎
杉
田

　央
）

畜

産

振

興

係

肥
育
セ
ン
タ
ー

キ
ャ
ト
ル
セ
ン
タ
ー

種
鶏
ヒ
ナ
セ
ン
タ
ー

振

興

販

売

係

（
○
田
邊
一
敬
（
北
川
支
店
担
当
））

　黒
田
辰
徳

　山
内
智
弘

（
□
柳
田
寛
仁
）

◎
課
長
補
佐

　山
本
岳
史

○
中
尾
浩
士
（
店
長
）

　△
佐
藤

　彰
（
副
店
長
）

　▼
橋
本
豊
美

　（
▼
川
岸
悠
紀
江
）

◆
疋
田
隆
美

　▼
岩
見
雄
司

ふ
る
さ
と
市
場
管
理
係

▼
川
岸
悠
紀
江

　▼
岩
切
初
美

　▼
工
藤
陽
子

　▼
山
口
泰
香

　▼
津
田
佳
代
子

▼
中
野
志
信
（
４
時
間
）

　（
▼
橋
本
豊
美
）

ふ
る
さ
と
市
場
営
業
係

管

理

係

○
大
野
聖
二
（
北
方
支
店
兼
務
）

営

業

係

人
権
対
策
担
当
兼
務

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
苦
情
統
括
課

損
害
保
険
担
当
業
務

（
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
担
当
）

（
グ
リ
ー
ン
ワ
ン
大
門
店
）

共
済
普
及
L
A
ト
レ
ー
ナ
ー
兼
務

（
組
合
員
加
入
促
進
担
当
）

監

査

部

☆
甲

　斐

　哲

　二

（
☆
甲
斐
哲
二
）

　佐
藤
美
香

　◆
和
田
健
太
郎

総 代 会

副 組 合 長

川 原 博 之
（営農経済担当）

重 黒 木 充
（金融共済担当）

小 野 茂 也

（室長☆甲斐哲二　　佐藤美香　◆和田健太郎）

組 合 長

楠 田 富 雄

理 事 会 監 事 会

常 勤 監 事

代 表 監 事

監 事 室

（
酪
農
兼
務
）

　
　
　
　
　
　（
○
谷
名
清
隆
）

（
種
鶏
・
養
豚
担
当
）

　
　
　（
○
増
田
英
明
）

（
肥
育
牛
・
繁
殖
事
業
担
当
）

 ○
谷
名
清
隆

　（
甲
斐
仁
志
）

（
キ
ャ
ト
ル
担
当
）

　
　
　
　
 ■
日
髙
通
裕

（
本
店
・
東
海
支
店
担
当
）

　
　
 甲
斐
仁
志

（
北
方
支
店
担
当
）

　
　
　
　
 △
工
藤
弘
規

（
北
川
・
北
浦
支
店
担
当
）

　（
○
佐
藤
英
夫
）

○
津
田
崇
宏
（
セ
ン
タ
ー
長
）

　●
松
葉
智
弘

▽
柳
田
英
二
（
セ
ン
タ
ー
長
）

　黒
田
昌
実

　長
友
祐
輝

●
鬼
塚
幸
一

　●
甲
斐
祐
馬

　■
岡
田

　聡

　▼
小
谷

　滋

　木
村
正
芳

　黒
田
弘
希

 

◎
足
立
竜
一

○
課
長
補
佐

　佐
藤
英
夫

○
課
長
補
佐

　増
田
英
明

☆
日

　髙

　雄

　二

部
次
長

□
山

　崎

　浩

　幸

□
柳

　田

　寛

　仁

㈱
地
域
農
業
振
興
支
援
セ
ン
タ
ー
出
向

㈱
Ｊ
Ａ
延
岡
エ
ネ
ラ
イ
フ
出
向

◎
本
田
浩
司

　●
木
原
広
道

☆
牧
野
吉
光

　外

○
中
島
俊
二

　外

☆
白
坂
秀
喜
（
参
事
）

　○
古
嶋
寛
久

☆
甲
斐
孝
徳

大
野
菜
都
美
（
育
休
）

　矢
倉
く
る
み
（
育
休
）

　松
下

　響
（
育
休
）

星
川
あ
づ
さ
（
育
休
）

　清
家
杏
梨
（
産
休
）

畜

連

出

向

農

協

講

習

所

中

央

会

出

向

信

連

出

向

経

済

連

出

向

組

合

長

付

総

務

課

付

※
地
域
農
家
経
営
支
援
セ
ン
タ
ー

　担
い
手
・
集
落
営
農
推
進
委
員

　農
地
保
有
合
理
化
推
進
委
員

常 務 理 事

令和４年４月１日現在

グ
リ
ー
ン
ワ
ン

店
長

　●
香
畑
幸
範

■
水
田
真
由
美

△
興
梠
直
人

　甲
斐
雄
政

　甲
斐
翔
大

　和
藤
海
夢

　●
星
川
史
憲

◆
水
本
英
明

　■
林
田
章
子

　■
甲
斐
麗
香

　■
桑
原
里
奈

管

理

係

営

業

相

談

係

地
域
営
農
振
興
係

担
い
手
推
進
係

（
◎
波
口
幸
代
）

　（
坂
元
誉
典
）

組

織

強

化

係

（
◎
波
口
幸
代
）

（
◎
廣
瀬
貴
之
）

　坂
元
誉
典

　黒
木
美
香

　●
横
山
ル
ミ

　■
川
野
優
子

生

活

指

導

係

（
◎
波
口
幸
代
）

　●
濱
松
真
由
美

　◆
宮
田
美
恵
子

　■
大
里
陽
子

　■
寺
尾
美
和
子

事
務
集
中
管
理
係

農

政

組

織

係

◎
廣
瀬
貴
之

◎
課
長
補
佐

　波
口
幸
代

組
合
員
加
入
促
進
事
務
局

（
○
森
山

　純
）

　栁
田
春
奈

　西
府
鞠
花

総

務

課

◎
冨
岡
道
治

○
課
長
補
佐

　森
山

　純

広

報

係

（
◎
冨
岡
道
治
）

　◆
黒
木
哲
也

庶

務

係

総

務

部

（
○
岡
野
正
治
）

　△
永
田
智
美

　▼
佐
藤

　瞳

営

業

課

（
☆
富
高
英
雄
） 

○
課
長
補
佐

　岡
野
正
治

営

業

指

導

係

営

業

係

農
産
園
芸
振
興
課

畜

産

振

興

課

経

済

課

営
農
総
合
対
策
課

個
人
情
報
保
護
担
当
兼
務

総

合

企

画

課

経
営
改
革
推
進
係

 （
○
吉
本
幸
平
）

施
設
再
編
推
進
係

（
○
吉
本
幸
平
）

総
合
事
業
企
画
係

J
A
改
革
推
進
係

（
○
吉
本
幸
平
）  

        

（
○
吉
本
幸
平
）

        

お
客
様
相
談
窓
口

お
客
様
相
談
担
当

総

合

企

画

部

☆
高

　橋

　勇

　吉

リ
ス
ク
管
理
課

リ
ス
ク
管
理
係

◆
富
山
哲
洋

　
　
　
　
　

（
☆
高
橋
勇
吉
）

◎
有
満
正
志

○
課
長
補
佐

　吉
本
幸
平

苦
情
・
ト
ラ
ブ
ル
統
括
部
署

農

機

具

課

購
買
拠
点
店
舗
準
備
室

農
機
具
セ
ン
タ
ー
係

購
買
店
舗
集
約
準
備
係
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伊 形 支 店 長
副 支 店 長

支

店

恒 富 支 店 長

管 理 係

貯 金 為 替 係

融 資 係

総 合 推 進 係

共 済 係

共 済 普 及 係

管 理 係

貯 金 為 替 係

融 資 係

総 合 推 進 係

共 済 係

共 済 普 及 係

管 理 係

貯 金 為 替 係

融 資 係

総 合 推 進 係

共 済 係

共 済 普 及 係

管 理 係

貯 金 為 替 係

融 資 係

総 合 推 進 係

共 済 係

共 済 普 及 係

管 理 係

貯 金 為 替 係

融 資 係

共 済 係

共 済 普 及 係

総 合 推 進 係

管 理 係

貯 金 為 替 係

融 資 係

総 合 推 進 係

共 済 係

共 済 普 及 係

副 支 店 長

東延岡支店長 副 支 店 長
○熊本章治  

副 支 店 長

南 方 支 店 長 副 支 店 長

○竹山道弘

北 方 支 店 長 副 支 店 長

○河野圭介

岡 富 支 店 長

○山本省一

（○山本省一）

　　野﨑　葵　山本瑠生　●和田貴子　佐藤二彩

（○山本省一）

△永田基大　　　

△楠田祐一郎　△中野和美

△染矢直美　須田晃輔　前田康平

○矢野幸子

（○矢野幸子）

　　長友愛理　瀧本　梓　大久保瑛梨　田中秋良　小辨野愛莉

（○矢野幸子）　△髙本真希

　△松本晃幸　

　△松下栄士郎　甲斐珠企

　○小泉裕嗣　○佐藤浩二　山本翔平

管 理 係

貯 金 為 替 係

融 資 係

総 合 推 進 係

共 済 係

共 済 普 及 係

◎芝　村　富士美

◎山　本　和　史

◎窪　田　智恵子

   

（○熊本章治）

　　河野あゆみ　●末永佳代　坂本愛心

（○熊本章治）

　　矢北浩征

　　西山朋江　■本田知子

　○山本祐嗣　野﨑隆史

◎森　岡　幸　紀

（△福永雄太）

　　堀田優子　和田玲菜　甲斐梨瑚　■甲斐こずえ

　△福永雄太　 

　　若松　慧

　（本店対応）　

　△牧野充明　榎本倫也　恒吉恵美

◎富士本　　　慎

（○竹山道弘）

　　持原里枝　永田美桜　宮原万奈　■黒田摩希　橋口心美

（○竹山道弘）鴫石崇則

　◎甲斐博之　

　△日高志穂　●松田如美　■高田文子　

　　小畑朝未　河野香菜子　富山雄太　吉岡尚輝

（○富士本美由紀）

　△佐藤彩子　甲斐綾乃　田口麻里　黒岩しおり　塩月優実　

（○富士本美由紀）　△永野　光

　　松田尚也

　　伊山祐太　甲斐一稀

　○柳田寛史　△福良淳仁　中田裕輝　吉田麻美

◎長　野　克　弘

（○河野圭介）

　　甲斐優貴　●杉田里美　長友実夢

（○河野圭介）

　　萱野達也

　　黒田亮平　●甲斐千鶴

　　長野圭悟　増田翔平

業 務 次 長
購 買 係

販 売 指 導 係
○木原専二

　■日高徳恵　

（○木原専二）　●酒井祐一

北 浦 支 店 長

管 理 係

貯 金 為 替 係

融 資 係

総 合 推 進 係

共 済 係

共 済 普 及 係

副 支 店 長

子　会　社

○芝﨑寛樹

（○芝﨑寛樹）

　　北林智香　髙山瑞穂　檜垣実沙

（○芝﨑寛樹）

　　猪股真代

　　星川直毅　小田明香音

　　牧野栄司　関口智裕

株式会社　ＪＡ延岡地域農業振興支援センター

　　　取締役部長　　◎本田浩司

　　　取締役課長　　●木原広道

株式会社ＪＡ延岡エネライフ　社員配置図

【　　】　自社採用

株式会社　プリエール延岡

◎恒　吉　輝　彦

取締役社長

取締役副社長

取締役専務

総務・業務部長

【総務部】

支 配 人

【業務部】

所 　 　 長

所 　 長

主 　 　 任

副 支 店 長
○富士本美由紀

東 海 支 店 長

◎夏　田　清　明

総

務

課

営

業

課

味
の
季
節
館
業
務
課

プ
リ
エ
ー
ル
業
務
課

プ
リ
エ
ー
ル
業
務
課

　楠田富雄

　川原博之

　松谷勝希

　

　吉田修二

　甲斐久美子

　太田晶子

　荒内明子

　

　牧野通也

　松田　理

　甲斐　真

　清田喜美成

　髙木敬介
　福良真人

　山口　惣

　小野良平

　牧野竜洸

　清水賢展

　岩崎健太
　岡田　錬

　伊藤洋文

　清松初美

　横山久彦

　川並幸之輔

　

　佐藤博文

　水本由美

　佐藤益美

○中島俊二

●星川健二郎

●尾崎正治

●北山義也

●井下　勉

■岡田珠世

▼新名真理子

▼伊東多香美

　河野則子

　市川和子

業 務 係

【営業部】

営 業 部 長

ギ フ ト 係

推 進 係

所 長

料 理 長

料 理 長

業 務 次 長
購 買 係

販 売 指 導 係
○河野清則

（○大野聖二）（池田隼平）山内達也　■古見香織

　　池田隼平

管 理 係

貯 金 為 替 係

融 資 係

共 済 係

共 済 普 及 係

総 合 推 進 係
北 川 支 店 長 副 支 店 長

○髙見啓祐
◎小　野　佳　司

（○髙見啓祐）

　　富山佑美　川並真珠　■横山　渚

（○髙見啓祐）

　　北林大祐

　○小野康成　兒玉奏美

　▽塚本真司　山本大樹

業 務 次 長
購 買 係

販 売 指 導 係
△小川智弘

（△小川智弘）　■吉田真紀　▼井本勝也

　　米田聖志郎　（○田邊一敬）本店と兼務

取 締 役 社 長

取締役副社長

取 締 役 専 務

　楠田富雄

　川原博之

☆牧野吉光 

管 理 係

会 計 係

自 動 車 経 理 係

プロパン経理係

石 油 経 理 係

管 理 部

営 業 部

◎前田武史部長

管 理 課

（課長　◎前田武史）

○山田智樹課長

◎日吉　明部長

　●谷口　愛

（●谷口　愛）

　●片爪真由美

【■濱田来夢】

【●是澤美香子】

販 売 係

整 備 工 場 係

営 業 企 画 係

　　矢北直人　　笠江憲生

　（矢北直人）

　（髙橋紀之）

（○山田智樹）　工場長【廣瀬正紀】　　谷口淳一　　柳田恒位　【◆甲斐真吾】

営業・保全係

営 業 企 画 係

給油所統括係

プ ロ パ ン 係

営 業 企 画 係

　　髙橋紀之　　東　　祥　　【●渡部翔太】　◆西田厚志

【◆酒井幸生】　■髙橋純子

自 動 車 課

△栁田　卓

（所長)　【長友俊祐】　●岡野武弘　【●小川卓弥】

　　後藤翔斗　　◆坂井計広　【◆吉田貴規】

　　長友貴史　　●横山宏幸　　丸山恭博

【■橋倉涼太】【■津隈奈々】

　（△栁田　卓）

石 油 係 　（石川寛樹）　三島光太郎　　谷口優斗

　◆太田博秋　【▼鈴木真由美】

（所長)

（所長)

○佐藤正樹課長

燃 料 課 松 山 給 油 所

東 海 給 油 所

団 地 給 油 所

味
の
季
節
館

ふ
る
さ
と
市
場
店

　田中良子

　木村八代美

　新名広子

　新名容子

　鍋島篤子

石川寛樹
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伊 形 支 店 長
副 支 店 長

支

店

恒 富 支 店 長

管 理 係

貯 金 為 替 係

融 資 係

総 合 推 進 係

共 済 係

共 済 普 及 係

管 理 係

貯 金 為 替 係

融 資 係

総 合 推 進 係

共 済 係

共 済 普 及 係

管 理 係

貯 金 為 替 係

融 資 係

総 合 推 進 係

共 済 係

共 済 普 及 係

管 理 係

貯 金 為 替 係

融 資 係

総 合 推 進 係

共 済 係

共 済 普 及 係

管 理 係

貯 金 為 替 係

融 資 係

共 済 係

共 済 普 及 係

総 合 推 進 係

管 理 係

貯 金 為 替 係

融 資 係

総 合 推 進 係

共 済 係

共 済 普 及 係

副 支 店 長

東延岡支店長 副 支 店 長
○熊本章治  

副 支 店 長

南 方 支 店 長 副 支 店 長

○竹山道弘

北 方 支 店 長 副 支 店 長

○河野圭介

岡 富 支 店 長

○山本省一

（○山本省一）

　　野﨑　葵　山本瑠生　●和田貴子　佐藤二彩

（○山本省一）

△永田基大　　　

△楠田祐一郎　△中野和美

△染矢直美　須田晃輔　前田康平

○矢野幸子

（○矢野幸子）

　　長友愛理　瀧本　梓　大久保瑛梨　田中秋良　小辨野愛莉

（○矢野幸子）　△髙本真希

　△松本晃幸　

　△松下栄士郎　甲斐珠企

　○小泉裕嗣　○佐藤浩二　山本翔平

管 理 係

貯 金 為 替 係

融 資 係

総 合 推 進 係

共 済 係

共 済 普 及 係

◎芝　村　富士美

◎山　本　和　史

◎窪　田　智恵子

   

（○熊本章治）

　　河野あゆみ　●末永佳代　坂本愛心

（○熊本章治）

　　矢北浩征

　　西山朋江　■本田知子

　○山本祐嗣　野﨑隆史

◎森　岡　幸　紀

（△福永雄太）

　　堀田優子　和田玲菜　甲斐梨瑚　■甲斐こずえ

　△福永雄太　 

　　若松　慧

　（本店対応）　

　△牧野充明　榎本倫也　恒吉恵美

◎富士本　　　慎

（○竹山道弘）

　　持原里枝　永田美桜　宮原万奈　■黒田摩希　橋口心美

（○竹山道弘）鴫石崇則

　◎甲斐博之　

　△日高志穂　●松田如美　■高田文子　

　　小畑朝未　河野香菜子　富山雄太　吉岡尚輝

（○富士本美由紀）

　△佐藤彩子　甲斐綾乃　田口麻里　黒岩しおり　塩月優実　

（○富士本美由紀）　△永野　光

　　松田尚也

　　伊山祐太　甲斐一稀

　○柳田寛史　△福良淳仁　中田裕輝　吉田麻美

◎長　野　克　弘

（○河野圭介）

　　甲斐優貴　●杉田里美　長友実夢

（○河野圭介）

　　萱野達也

　　黒田亮平　●甲斐千鶴

　　長野圭悟　増田翔平

業 務 次 長
購 買 係

販 売 指 導 係
○木原専二

　■日高徳恵　

（○木原専二）　●酒井祐一

北 浦 支 店 長

管 理 係

貯 金 為 替 係

融 資 係

総 合 推 進 係

共 済 係

共 済 普 及 係

副 支 店 長

子　会　社

○芝﨑寛樹

（○芝﨑寛樹）

　　北林智香　髙山瑞穂　檜垣実沙

（○芝﨑寛樹）

　　猪股真代

　　星川直毅　小田明香音

　　牧野栄司　関口智裕

株式会社　ＪＡ延岡地域農業振興支援センター

　　　取締役部長　　◎本田浩司

　　　取締役課長　　●木原広道

株式会社ＪＡ延岡エネライフ　社員配置図

【　　】　自社採用

株式会社　プリエール延岡

◎恒　吉　輝　彦

取締役社長

取締役副社長

取締役専務

総務・業務部長

【総務部】

支 配 人

【業務部】

所 　 　 長

所 　 長

主 　 　 任

副 支 店 長
○富士本美由紀

東 海 支 店 長

◎夏　田　清　明

総

務

課

営

業

課

味
の
季
節
館
業
務
課

プ
リ
エ
ー
ル
業
務
課

プ
リ
エ
ー
ル
業
務
課

　楠田富雄

　川原博之

　松谷勝希

　

　吉田修二

　甲斐久美子

　太田晶子

　荒内明子

　

　牧野通也

　松田　理

　甲斐　真

　清田喜美成

　髙木敬介
　福良真人

　山口　惣

　小野良平

　牧野竜洸

　清水賢展

　岩崎健太
　岡田　錬

　伊藤洋文

　清松初美

　横山久彦

　川並幸之輔

　

　佐藤博文

　水本由美

　佐藤益美

○中島俊二

●星川健二郎

●尾崎正治

●北山義也

●井下　勉

■岡田珠世

▼新名真理子

▼伊東多香美

　河野則子

　市川和子

業 務 係

【営業部】

営 業 部 長

ギ フ ト 係

推 進 係

所 長

料 理 長

料 理 長

業 務 次 長
購 買 係

販 売 指 導 係
○河野清則

（○大野聖二）（池田隼平）山内達也　■古見香織

　　池田隼平

管 理 係

貯 金 為 替 係

融 資 係

共 済 係

共 済 普 及 係

総 合 推 進 係
北 川 支 店 長 副 支 店 長

○髙見啓祐
◎小　野　佳　司

（○髙見啓祐）

　　富山佑美　川並真珠　■横山　渚

（○髙見啓祐）

　　北林大祐

　○小野康成　兒玉奏美

　▽塚本真司　山本大樹

業 務 次 長
購 買 係

販 売 指 導 係
△小川智弘

（△小川智弘）　■吉田真紀　▼井本勝也

　　米田聖志郎　（○田邊一敬）本店と兼務

取 締 役 社 長

取締役副社長

取 締 役 専 務

　楠田富雄

　川原博之

☆牧野吉光 

管 理 係

会 計 係

自 動 車 経 理 係

プロパン経理係

石 油 経 理 係

管 理 部

営 業 部

◎前田武史部長

管 理 課

（課長　◎前田武史）

○山田智樹課長

◎日吉　明部長

　●谷口　愛

（●谷口　愛）

　●片爪真由美

【■濱田来夢】

【●是澤美香子】

販 売 係

整 備 工 場 係

営 業 企 画 係

　　矢北直人　　笠江憲生

　（矢北直人）

　（髙橋紀之）

（○山田智樹）　工場長【廣瀬正紀】　　谷口淳一　　柳田恒位　【◆甲斐真吾】

営業・保全係

営 業 企 画 係

給油所統括係

プ ロ パ ン 係

営 業 企 画 係

　　髙橋紀之　　東　　祥　　【●渡部翔太】　◆西田厚志

【◆酒井幸生】　■髙橋純子

自 動 車 課

△栁田　卓

（所長)　【長友俊祐】　●岡野武弘　【●小川卓弥】

　　後藤翔斗　　◆坂井計広　【◆吉田貴規】

　　長友貴史　　●横山宏幸　　丸山恭博

【■橋倉涼太】【■津隈奈々】

　（△栁田　卓）

石 油 係 　（石川寛樹）　三島光太郎　　谷口優斗

　◆太田博秋　【▼鈴木真由美】

（所長)

（所長)

○佐藤正樹課長

燃 料 課 松 山 給 油 所

東 海 給 油 所

団 地 給 油 所

味
の
季
節
館

ふ
る
さ
と
市
場
店

　田中良子

　木村八代美

　新名広子

　新名容子

　鍋島篤子

石川寛樹
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令和４年度農作業受託基本料金表
税込（単位：円・10a当り、消費税率10％）

種　　　別 料　　　金 備　　　考

育
　
苗

予　約 当　用

早 期 コシヒカリ 765 865

普通期
う る ち 675 775

も ち 675 775

作
　
　
　
　
　
　
　
　
業

耕 起

荒 起 6,200 

バ イ ド 3,400 

畦 ぬ り 5,000 50m×20m＝1000㎡ ｍ当り72円

く ろ あ げ 圃場の形状によりますので　１ｍ当り40円　でお願い致します。

荒 代 5,600 

植 代 6,700 

田 植
田 植 7,900 

施 肥 田 植 9,000 

刈 取

圃 場 条 件 一筆20a未満の水田 一筆20a以上の水田 畦刈については地主が
行って下さい。
オペレーターが畦刈の
場合は実費徴収となり
ます。
湿田については早めの
落水をお願い致します。

正 常 田 21,300 19,000

半 倒 伏 24,600 22,400

完 全 倒 伏 29,100 26,800

超 湿 田 29,100 26,800

乾 燥
早 期 900 乾燥料金は原油価格で大

きく左右されるため大きな
価格変動が有りましたら
需要期前に再度価格決
定致します。尚、玄米価格
を考慮し決定致します。

玄米30ｋｇ当り
普 通 期 790

麦 550 大麦25ｋｇ・小麦30ｋｇ当たり

籾 す り 390
 （延岡地区籾すり組合にて決定） 税抜き料金355円

麦 刈 取 正常16,800　草多20,100

動 噴 4,300 薬剤別

無 人 ヘ リ 3,850 （散布薬剤により価格変動あり）

ロールベーラー 7,900 ひも付

梱 包
メッシュロール 10a　　10,100 80ｃｍ梱包以上

（80ｃｍ以下については
価格応談）ラップロール 10a　　11,200

堆 肥 散 布 自走式・けん引式  １回…4,500 堆肥代別

レーザーレベラー整地 10a　22,400 整地前に事前相談を
お願い致します

※飼料用稲・牧草飼料等の刈り取り、反転、集草等は圃場条件、機械搬入条件が違うため作業者
との価格応談と致します。
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ATM　※ATMの営業時間は各店舗により異なります。

日  付

店  舗

4　月 ５　月
28 日（木） 29 日（金）

昭和の日 30 日（土） １日（日） ２日（月） ３日（火）
憲法記念日

４日（水）
みどりの日

５日（木）
こどもの日 ６日（金）

日曜・祝日営業ATM
Aコープ一ヶ岡店・恒富・イオン延岡店

コープ浜町店・東延岡・岡富
旧富美山・マックスバリュ岡富店・南方

旧平田・東海・北方・北川・北浦

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

旧土々呂支店 ○ × × × ○ × × × ○
コンビニATM ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

㈱JA延岡エネライフ
日  付

店  舗

4　月 ５　月
28 日（木） 29 日（金）

昭和の日 30 日（土） １日（日） ２日（月） ３日（火）
憲法記念日

４日（水）
みどりの日

５日（木）
こどもの日 ６日（金）

給油所

松山SS 通常 AM8:00~PM6:00 通常 AM8:00~PM6:00 通常 AM8：00～PM6：00 通常
AM7:30~PM7:30 AM7:30~PM7:30 AM7:30~PM7:30 AM7:30~PM7:30

東海SS 通常 AM8:00~PM6:00 通常 AM8:00~PM6:00 通常 AM8：00～PM6：00 通常
AM7:30~PM7:30 AM7:30~PM7:30 AM7:30~PM7:30 AM7:30~PM7:30

鉄工団地SS 通常 休み 通常 休み AM8:00~PM5:00 休み 通常
AM7:30~PM7:00 AM7:30~PM7:00 AM7:30~PM7:00

プロパン 通常 休み 通常 休み 通常
自動車 通常 休み 通常 休み 通常

※プロパン 休日・夜間も当番で対応致します。お気軽にお電話下さい。（プロパン直通：３３－２１８１)
　灯油・重油配送については、東海・松山給油所へご連絡下さい。・東海給油所　℡ 23-1289　・松山給油所　℡ 23-1293

購買店舗・G1
日  付

店  舗

4　月 ５　月
28 日（木） 29 日（金）

昭和の日 30 日（土） １日（日） ２日（月） ３日（火）
憲法記念日

４日（水）
みどりの日

５日（木）
こどもの日 ６日（金）

北方購買 通常 休み 通常 休み 通常
北川購買 通常 休み 通常 休み 通常
北浦購買 通常 休み 通常 休み 通常

グリーンワンおおかど 通常 休み 通常

ゴールデンウィーク期間中の営業のご案内

Ｊ
Ａ
は
４
月
２
日
か
ら
17
日
に
か
け

て
３
北
購
買
店
舗
と
グ
リ
ー
ン
ワ
ン
お

お
か
ど
、
旧
グ
リ
ー
ン
ワ
ン
ひ
ら
た
・

し
お
は
ま
の
６
会
場
で
予
約
水
稲
肥
料

の
自
己
引
取
り
を
行
い
ま
し
た
。
期
間

中
、
７
３
０
件
、
２
４
０
０
０
袋
（
１

袋
20
㌔
）の
引
き
取
り
が
あ
り
ま
し
た
。

積
み
込
み
作
業
に
は
全
支
店
を
は
じ

め
総
務
部
、
金
融
共
済
部
な
ど
か
ら
８

日
間
に
延
べ
１
２
０
人
が
応
援
に
駆
け

付
け
、
手
際
よ
く
軽
ト
ラ
ッ
ク
に
肥
料

を
積
み
込
み
ま
し
た
。

三
須
町
の
木
村
敏
幸
さ
ん
（
72
）
は

「
安
い
の
で
毎
回
利
用
し
て
い
ま
す
。

資
材
高
騰
の
お
り
、
と
て
も
助
か
り
ま

す
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

連携して農家の軽トラックに肥料を運び込むJA職員
＝旧グリーンワンひらたで

肥
料
自
己
引
取
り
大
好
評

肥
料
自
己
引
取
り
大
好
評

職
員
延
べ
１
２
０
人
対
応
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人と地域の未来のために

㈱JA延岡エネライフ
●LPG販売事業部
　プロパンガス・住宅設備
宮崎県延岡市粟野名町1505  (代)TEL：33-4460 FAX：21-3650

●石油燃料販売事業部
　東海SS・松山SS・鉄工団地SS

●自動車整備/販売事業部
　九州運輸局長指定工場(車検・板金)

エネライフ 通 信

標準工事時間

１時間 ～

※写真は東海展示場です

新　車
中古車

エアコンガスクリーニング

エアコン冷え冷えエアコン冷え冷えエアコン冷え冷え
暑い夏だからこそ！暑い夏だからこそ！

エアコン真空引き＋ACオイルエアコン真空引き＋ACオイル
施工時間 約20分
軽自動車
普通自動車
ツイン（左右独立）

￥8,800
￥9,900
￥11,000

￥6,500
￥7,500
￥8,500

▲
▲

▲

通常価格 期間限定価格

エアコン
フィルター
エアコン
フィルター

▲

（￥3,000～）（￥3,000～）

わずか１年でこんなに汚れています！

新品の
フィルター

15,000㎞走行後
のフィルター

要予約

…東海SSにて実施!!…東海SSにて実施!!…東海SSにて実施!!…東海SSにて実施!!5月5月 7月7月 9月9月
…松山SSにて実施!!…松山SSにて実施!!…松山SSにて実施!!…松山SSにて実施!!6月6月 8月8月 10月10月

キャンペーンキャンペーン

イオン多々良
ショッピングセンター●
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松山給油所
延陵

自動車学校
●

延陵
自動車学校

●

コスモス
薬品
●

コスモス
薬品
● 西の丸

●
西の丸
●

218

松山展示場

蛇口の交換をお考えの方へ

蛇口一体型浄水器に
取替えませんか？
蛇口一体型浄水器で水道水をもっとおいしく！
ミネラルそのまま、きれいな水へ。

新人紹介

後藤 翔斗さん
ごとう しょうと

●誕生日 ……２月12日

●星座 …… みずがめ座

お客様へ一言
皆様のご来店、
お待ちしております
＼(＾0＾)／ 

松山給油所
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お問い合わせは、お近くの JA窓口へ

©よりぞう

JA延岡 検索

令和4年1月1日土～5月31日火

誰
でも
！

農機具センター農機具センター
移転のお知らせ移転のお知らせ
　農機具センターは、3月1日

（火曜日）より旧グリーンワン
ひらたで営業しています。
　販売、サービス業務の充実・強化
および業務の効率化を図るための
移転です。引き続きご支援、ご利用
を賜りますようお願い致します。

電話番号が
変わりました
ご注意ください

新 電 話　20-0551
新ファクス　20-0552

　新購買店舗オープンまでの間、購買品の取
扱いはグリーンワンおおかどで対応させてい
ただきます。

商品注文および購入依頼
肥料・農薬・飼料・農業用一般資材など

予約購買申込み
水稲肥料農薬・各種部会予約注文など

配 達 依 頼
JA延岡管内配達スケジュールに準じて
店休日（棚卸日等）を除く月曜日から金曜日
（配達時間９：00～17：00）に配送

グリーンワンおおかど
TEL 26-8118
延岡市大門町805番地

グリーンワン店舗の営業案内について

お問い合わせ
対応先
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自転車保険加入が義務付けられました

※共済掛金1,890円
（共済期間1年、一時払いの場合）

お問い合わせは、お近くの JA窓口へ

自転車で走行中、歩行者と接触し、
相手が意識不明の重体になってし
まった。

日常生活の思わぬトラブルで、
大きな賠償責任を負うことがあります。
もしあなたが自転車を運転中に他人にケガをさせてしまった時、
相手方を保障できる保険（共済）に加入されていますか？
自転車事故の日常生活に潜むリスクへの備えを確実に!!

宮崎県自転車の安全で適正な利用の促進に関する
条例が施行されます !

自転車事故による
賠償金額 9,521万円
（神戸地方裁判所 2013年７月４日判決）

自転車同士で
事故をおこし
てしまった!

自転車で転倒し、
駐車中の他人の
自動車に傷をつけ
てしまった!

自転車で他人
にケガをさせて
しまった!

生活指導係
おすすめ Nobeoka's seasonal recipe

簡単！新玉ねぎのステーキ

①新玉ねぎの皮を剥き、上下を切り落とします。
②横半分に切り、切り口と逆側に十字型に切り込みを入れます。
③切り口を上にしてフライパンに並べバターを１かけずつのせ酒をか
けて蓋をします。少し弱めの中火で。
④10分ほど蒸し焼きにしたら、醤油を回し入れ弱火でさらに５～8分。
⑤玉ねぎに火が入り、ソースにとろみがついたらフライパンをゆすり
軽く絡めます。
⑥皿に盛りつけかつお節、粉パセリをかけたら完成。

延岡の旬レシピ

作り方

ワンポイント
アドバイス

蒸し時間は、玉ねぎに火が入ればＯＫなので、
調整して下さい。汁気がなくなってしまう場合
は蒸し焼きの時に酒を追加して下さい。

材料（4人分）

新玉ねぎ……………… 2玉
かつお節……………… 適量
粉パセリ……………… 適量

★調味料
バター…………………２０ｇ
酒 ……………… 大さじ１
しょうゆ ………… 大さじ２
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わが家の

宝

延岡警察署だより延岡警察署だより

出北原田慎二さん、奈津子さんの長女、長男、次女、三女

出北原田慎二さん、奈津子さんの長女、長男、次女、三女

原田　笑恋さん（13歳）
えれん

平成20年6月19日生まれ

珠虎くん（7歳）
みと

平成26年4月28日生まれ

にこちゃん（3歳）
平成30年6月13日生まれ

まほろちゃん（1歳）
令和2年10月28日生まれ

すこやかにすこやかにすこやかに

笑恋さんはソフトボールに熱中。守備はサード。昨年、通っている延岡中学校
は全国大会に出場。「貴重な体験をしました。今年も」と練習に励む毎日です。
おうちでは弟や妹たちの面倒をみながら洗濯や料理のお手伝いをしてくれ

るのでママも大助かり。将来の夢はヘアメイクアーティスト。
珠虎くんはリーダーシップを発揮して周囲をぐいぐい引っ張っていくタイプ。
頼もしいだけでなく、進んでお風呂洗いをするなど気配りの効く優しい男の
子です。人気アニメ「ワンピース」の大ファン。
にこちゃんはいつもニコニコ、笑顔を絶やさない明るい女の子です。ユー
チューブを見るのが好き。まほろちゃんはみんなのアイドル。あどけない笑みと
しぐさは家庭をほのぼのとした雰囲気に包みます。
「元気に伸び伸びと育ってほしい。４人いつまでも仲良く」とご両親。

ＪＡ女性部は、４月４日から11日にかけ
て各支店で春夏期共同購入商品研修会
を開きました。４日間に150人が参加し、
取り扱うＡコープマーク商品についての
知識を深めました。研修会は部員に「安
心・良質な商品を見極める目」を養っても
らうため毎年この時期に開いています。
東延岡支部(藤島恵子支部長)は東延
岡支店で開き、12人が参加しました。女
性指導員が今年度の「１部員１品運動」の
商品、「飲む黒酢」(ストレートタイプ、濃
縮タイプ)をはじめ甘酒やマスクなどの
お勧め商品について説明。これからは説
明する立場にあることから全員、真剣な
表情で聴き入っていました。

商品の説明に聴き入る参加者(東延岡支部)

「JKビジネス」はNO！「JKビジネス」はNO！
「JKビジネス」は手軽なアルバイト
ではなく、危険なアルバイトです。
絶対に働いてはダメ！

一見すると問題のないアルバイト先
に見える場合でも、女子高校生等が
客から児童買春等の被害に遭うな
どのケースが目立っています。

「JKビジネス」に係る各種トラブルに遭った際は、

＃9110（警察相談専用電話）
又は最寄りの警察署まで

※警察署では24時間相談受付、あなたのプライバシーは守られます。

延岡警察署　TEL 22-0110

令
和
３
年
度
Ｊ
Ａ
宮
崎
店
舗
コ
ン

ク
ー
ル
で
南
方
支
店
が
第
１
位
、
伊
形

支
店
が
第
２
位
、
岡
富
支
店
が
第
５
位

と
Ｊ
Ａ
延
岡
が
上
位
を
占
め
ま
し
た
。

３
支
店
と
も
純
新
規
利
用
者
獲
得
数
、

個
人
貯
金
期
中
残
増
加
率
で
優
れ
た
成

績
を
挙
げ
ま
し
た
。

表
彰
式
は
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
宮
崎
推
進
大

会
で
開
か
れ
る
予
定
で
し
た
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
各
Ｊ
Ａ

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
Ｊ
Ａ
は
４
月
４

日
の
全
体
朝
礼
で
行
い
、
楠
田
組
合
長

が
南
方
支
店
の
富
士
本
慎
支
店
長
、
伊

形
支
店
の
窪
田
智
恵
子
支
店
長
、
岡
富

支
店
の
森
岡
幸
紀
支
店
長
に
表
彰
状
を

手
渡
し
「
日
頃
の
努
力
の
賜
。
さ
ら
な

る
精
進
を
期
待
し
て
い
る
」
と
称
え
ま

し
た
。

南
方
支
店
が
県
下
第
１
位

南
方
支
店
が
県
下
第
１
位

令
和
３
年
度
金
融

店
舗
コ
ン
ク
ー
ル

富士本支店長（左）に表彰状を手渡す
楠田組合長
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お便りコーナー

月

3/21～4/19
牡羊座

4/20～5/20
牡牛座

5/21～6/21
双子座

6/22～7/22
蟹　座

7/23～8/22
獅子座

8/23～9/22
乙女座

9/23～10/23
天秤座

10/24～11/22
蠍　座

11/23～12/21
射手座

12/22～1/19
山羊座

1/20～2/18
水瓶座

2/19～3/20
魚　座

モ
ナ
・
カ
サ
ン
ド
ラ

運
勢

あ
な
た
の

身近な出来事、楽しい話題などありました
ら何でも結構です。「ふれあい広場」まで
お便りください。お待ちしています。

〒882-0033 延岡市川原崎町281-1
JA延岡総務課 広報係

5 月皐月

55
JA 延岡女性部伊形支部の「いがた朝市」は、毎月第１・第３水曜日午前 8時から　　　　　　Ａコープ一ヶ岡店駐車場で開催しています。旬の野菜、果物、農産加工品を食卓にいかがですか。

※座卓、座布団、グラス等を人数に応じて貸し出しいたします。
※ご予算に応じてご注文承ります。

(オードブル（5～6人前） 4,320円より)
写真は、６,480円のオードブルです 写真は、３,780円の祝会席膳です写真は、３,780円の祝会席膳です写真は、３,780円の祝会席膳です写真は、３,780円の祝会席膳です

(各種会席膳 3,240円より)

延岡市大武町３９-２

TEL 35 - 0011  FAX 35 -5235

初節句
おめでとう
    ございます
おめでとう
    ございます
端午の節句料理ご予約承り中

【
全
体
運
】

喜
び
ご
と
が
増
え
る
月
で
す
。
来
る
者
は
拒
ま

ず
受
け
入
れ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
買
い
物
を
楽

し
め
ま
す
。
贈
り
物
を
す
る
の
も
吉

【
健
康
運
】

散
策
を
楽
し
ん
で
。
フ
ッ
ト
ケ
ア
は
丁
寧
に

【
幸
運
の
食
べ
物
】

新
ゴ
ボ
ウ

【
全
体
運
】

新
し
い
こ
と
に
幸
運
が
宿
り
ま
す
。
ち
ょ
っ
と

し
た
思
い
付
き
も
試
し
て
み
る
と
思
わ
ぬ
成
果

が
あ
り
そ
う
。
友
人
と
連
絡
を
取
っ
て

【
健
康
運
】

友
人
と
た
わ
い
な
い
お
し
ゃ
べ
り
を
。
元
気
が
復
活

【
幸
運
の
食
べ
物
】

ジ
ャ
ガ
イ
モ

【
全
体
運
】

前
半
は
頭
の
痛
い
問
題
が
多
い
も
の
の
下
旬
に

は
解
決
の
兆
し
。
焦
ら
ず
で
き
る
だ
け
余
裕
を

持
っ
て
動
け
る
よ
う
計
画
を
立
て
て

【
健
康
運
】

カ
ル
シ
ウ
ム
た
っ
ぷ
り
の
メ
ニ
ュ
ー
が
お
勧
め

【
幸
運
の
食
べ
物
】

ワ
ラ
ビ

【
全
体
運
】

ち
ょ
っ
と
し
た
触
れ
合
い
で
心
が
温
か
く
な
り

ま
す
。
友
人
や
家
族
と
の
連
絡
を
密
に
。
た
だ

焼
き
も
ち
の
焼
き
過
ぎ
に
は
注
意

【
健
康
運
】

彩
り
の
良
い
食
事
が
健
康
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

【
幸
運
の
食
べ
物
】

オ
カ
ヒ
ジ
キ

【
全
体
運
】

周
囲
か
ら
の
期
待
が
大
き
く
気
が
重
く
な
り
ま

す
が
、
引
き
受
け
れ
ば
大
き
な
成
果
に
つ
な
が

り
ま
す
。
称
賛
の
声
も

【
健
康
運
】

不
調
は
放
っ
て
お
か
ず
早
め
に
病
院
を
受
診
し
て

【
幸
運
の
食
べ
物
】

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

【
全
体
運
】

な
か
な
か
前
に
進
め
ず
い
ら
立
ち
も
あ
り
そ
う

で
す
が
運
勢
は
良
好
。
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
シ
ン
キ
ン

グ
が
問
題
解
決
の
鍵
。
諦
め
な
い
で

【
健
康
運
】

つ
い
う
っ
か
り
す
る
傾
向
が
。
ブ
レ
ー
キ
を
点
検

【
幸
運
の
食
べ
物
】

チ
ン
ゲ
ン
サ
イ

心
癒
さ
れ
ま
し
た

旧
友
５
人
で
城
山
の
満
開
の
桜
と
植

物
園
の
ネ
モ
フ
ィ
ラ
、
シ
レ
ネ
を
見
て

心
癒
さ
れ
ま
し
た
。
あ
る
春
の
１
日
で

し
た
。花
見
弁
当
も
お
い
し
か
っ
た
あ
！

〔
三
須
町
　
Ｋ
・
Ｍ
　
71
歳
〕

い
ろ
い
ろ
作
り
た
い
で
す

野
菜
作
り
の
準
備
に
忙
し
い
時
期
で

す
。
シ
ョ
ウ
ガ
、
ケ
イ
モ
、
カ
ボ
チ
ャ

な
ど
、
い
ろ
い
ろ
作
り
た
い
で
す
。
楽

し
み
で
す
。〔

尾
崎
町
　
Ｋ
・
Ｎ
　
74
歳
〕

ど
う
し
よ
う
…

最
近
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
手
作
り
キ

ム
チ
に
ハ
マ
ッ
て
い
ま
す
。
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
の
畑
で
取
れ
る
新
鮮
な
白
菜
で

作
る
の
で
絶
品
で
す
。
ダ
イ
エ
ッ
ト
中

な
の
に
ご
飯
が
進
み
過
ぎ
て
…
。
ど
う

し
よ
う
…
。〔

鹿
小
路
　
Ｍ
・
Ａ
　
15
歳
〕

自
然
を
大
事
に

土
手
や
庭
の
木
々
、
草
花
は
だ
れ
も

教
え
て
い
な
い
の
に
確
実
に
季
節
を

知
っ
て
い
ま
す
。
自
然
の
力
を
も
っ
と

信
じ
、
大
事
に
し
た
い
も
の
で
す
ね
。

〔
旭
ヶ
丘
　
Ｓ
・
Ｔ
　
73
歳
〕

気
持
ち
と
年
齢
は
…

若
い
つ
も
り
で
い
た
の
に
自
転
車
で

転
倒
し
、
気
持
ち
と
年
齢
は
反
比
例
だ

と
、
つ
く
づ
く
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　〔
大
野
町
　
Ｔ
・
Ｈ
　
71
歳
〕

負
け
て
は
い
ら
れ
ま
せ
ん

猪
や
鹿
が
出
る
部
落
で
す
。
鳥
獣
害

防
止
の
網
を
設
置
し
て
も
荒
ら
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
涙
が
出
ま
す
。
お

い
し
い
野
菜
は
猪
も
鹿
も
分
か
っ
て
い

て
、
が
っ
か
り
す
る
ほ
ど
食
べ
ら
れ
ま

す
。
頭
が
い
い
で
す
。
で
も
、
私
も
負

け
て
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
頑
張
っ
て
野

菜
作
り
に
励
み
ま
す
。

　
　
　〔
北
川
町
　
Ｙ
・
Ｍ
　
81
歳
〕

グリーンワンおおかどグリーンワンおおかど
4月30日はお休みします4月30日はお休みします
　決算棚卸のため、グリーンワンおお
かどは、4月30日(土)を店休日とさせ
ていただきます。
　ご迷惑おかけしますが、ご理解のほ
どお願い申し上げます。

経済課
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月

3/21～4/19
牡羊座

4/20～5/20
牡牛座

5/21～6/21
双子座

6/22～7/22
蟹　座

7/23～8/22
獅子座

8/23～9/22
乙女座

9/23～10/23
天秤座

10/24～11/22
蠍　座

11/23～12/21
射手座

12/22～1/19
山羊座

1/20～2/18
水瓶座

2/19～3/20
魚　座

モ
ナ
・
カ
サ
ン
ド
ラ

運
勢

あ
な
た
の

問  題
お楽しみ賞品付き

クロスワードパズルが全部解けたら、□の中の文字を並べかえて
答えの言葉を作って下さい。

は
が
き
に
、
答
え
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
こ
の

広
報
誌
の
感
想
や
ご
意
見
、
Ｊ
Ａ
へ
の
要
望
、
ご
家
庭

や
集
落
の
ホ
ッ
ト
な
で
き
ご
と
な
ど
も
お
気
軽
に

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
感
想
や
ご
意
見
等
に
つ
い
て
は「
お
便
り
コ
ー
ナ
ー
」

に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。寄
せ
ら
れ
た
個
人
情
報
は
、

広
報
事
業
以
外
に
は
使
用
い
た
し
ま
せ
ん
。

送り先

延
岡
市
川
原
崎
町

　
　
　２
８
１
の
１

　Ｊ
Ａ
延
岡
総
務
課

　
　
　
　広
報
係
行

○
答
え

○
住
所
（
郵
便
番
号
）

○
氏
名
（
ふ
り
が
な
）

○
年
齢
・
性
別

○
電
話
番
号

応募方法

家計の手助け

8 8 2 0 0 3 3

J
A
や
当
広
報
誌
な
ど
へ
の

ご
意
見
も
お
書
き
く
だ
さ
い
。

クロスワードパズル
●5月10日（火）締め切り（必着）

4
月
号
の
当
選
者

　
　1 5 7 13 20

2 14 17

8 11 18

6 15

3 12 21

4 9 16 19

10

　
　1 5 9 14 18

6 15

2 12 19 21

10 16

3 7 13 20

8 11 17

4

ニ ユ ウ ガ ク シ キ

　 エ ス 　 ワ ラ

レ ン ア イ 　 フ デ

ン 　 ジ ヤ リ 　 ン

チ タ 　 シ ヨ ウ ワ

　 イ ゴ 　 ウ ラ

ミ ヤ ザ ワ ケ ン ジ

●
4
月
号
の
正
解

JA 延岡女性部伊形支部の「いがた朝市」は、毎月第１・第３水曜日午前 8時から　　　　　　Ａコープ一ヶ岡店駐車場で開催しています。旬の野菜、果物、農産加工品を食卓にいかがですか。

「
ヤ
エ
ザ
ク
ラ
」

ヨコのカギ
１ ５月４日は──。国民の祝日です
２ ３拍子の曲に合わせて踊ります
３ 野球のグラウンドに四つあります
４ 調理中の料理から一口分を取って……
６ 食事制限などで体重を減らすこと
８ ちらしやにぎりがあります
10 柱・傷・５月５日・ちまきから連想される童謡
12 届いた手紙の──を切った
14 バスやタクシーから降りること
16 屋外で写生するときに机代わりにする道具
18 マニキュアを塗るところ

タテのカギ
１ ハナショウブとカキツバタは──をつけるのが
難しい

３ 擬
ぎ じ ば り

餌鉤の一種です
５ 米国の通貨単位
６ ──の前の小事
７ ──の余地もないほど混み合った会場
９ 商品を並べて売る場所
11 料理長をフランス語でいうと
13 あごや鼻の下に生えます
15 高校の最寄り駅までの──定期券を買った
17 ジェラシー、焼きもちともいいます
19 プリンセス・ミチコという品種がある花
20 カキツバタに似た花が咲きます
21 燃料ガスや酸素などを詰めます

北一ヶ岡 黒　木　麻紗子 様
下伊形町 沖 松 福 代 様
伊達町 黒　木　久美子 様
出北 長　谷　やす子 様
富美山町 加 藤 恵 弘 様
大貫町 佐　藤　ヒデミ 様
稲葉崎町 甲　斐　登美子 様
北川町長井 権 藤 恵 子 様
北浦町古江 戸 髙 梅 子 様

【
全
体
運
】

上
昇
運
。
最
初
は
ス
ロ
ー
ペ
ー
ス
で
徐
々
に
ス

ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
て
い
く
の
が
良
い
動
き
方
。

予
定
は
詰
め
込
ま
ず
余
裕
を
持
た
せ
て

【
健
康
運
】

神
経
質
に
な
り
過
ぎ
な
い
よ
う
に
。
ゆ
っ
く
り
深
呼
吸

【
幸
運
の
食
べ
物
】

春
キ
ャ
ベ
ツ

【
全
体
運
】

味
方
の
多
い
と
き
で
す
。
１
人
で
抱
え
込
ま
ず

に
相
談
を
。良
い
知
恵
を
貸
し
て
も
ら
え
ま
す
。

特
に
年
下
の
人
の
話
は
よ
く
聞
い
て

【
健
康
運
】

運
動
量
を
増
や
し
て
。
筋
力
ア
ッ
プ
に
最
適

【
幸
運
の
食
べ
物
】

ビ
ワ

【
全
体
運
】

状
況
が
変
化
し
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。
う
そ

を
つ
く
つ
も
り
は
な
く
て
も
結
果
と
し
て
で
き

な
い
こ
と
も
あ
る
の
で
注
意
。
慎
重
に

【
健
康
運
】

食
事
は
抜
か
な
い
よ
う
に
。
生
活
リ
ズ
ム
が
大
事

【
幸
運
の
食
べ
物
】

メ
ロ
ン

【
全
体
運
】

大
き
な
成
果
が
期
待
で
き
る
好
調
運
で
す
。
か

な
り
忙
し
く
な
り
そ
う
で
す
か
ら
効
率
良
く
動

く
よ
う
心
掛
け
て
。
音
楽
鑑
賞
に
ツ
キ

【
健
康
運
】

グ
ル
ー
プ
で
集
ま
っ
て
す
る
運
動
が
お
勧
め

【
幸
運
の
食
べ
物
】

フ
キ

【
全
体
運
】

や
る
べ
き
こ
と
が
山
積
み
に
。
無
理
な
こ
と
は

引
き
受
け
ず
、
お
断
り
す
る
の
も
大
事
。
優
先

順
位
を
見
極
め
て
。
下
旬
か
ら
は
上
昇
運

【
健
康
運
】

腹
八
分
目
を
心
掛
け
バ
ラ
ン
ス
良
く
食
べ
て

【
幸
運
の
食
べ
物
】

シ
ャ
コ

【
全
体
運
】

友
人
と
の
お
し
ゃ
べ
り
が
楽
し
い
良
好
運
。
た

だ
だ
ま
さ
れ
や
す
い
要
素
も
あ
る
の
で
詐
欺
電

話
に
は
気
を
付
け
て
。
疑
う
こ
と
も
大
事

【
健
康
運
】

頭
痛
や
発
熱
に
備
え
て
薬
の
準
備
を
。
歯
科
検
診
へ

【
幸
運
の
食
べ
物
】

サ
ン
ト
ウ
サ
イ
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茨
城
県
笠
間
市
に
あ
る

「
天
晴（
旧
キ
ッ
チ
ン
晴
人
）」

オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ

永
井
智
一（
な
が
い
・
と
も
か
ず
）

切り昆布の
煮込みハンバーグ

ホタルイカと新ゴボウの
炊き込みご飯

合いびき肉 ……… 300g
切り昆布（細かく切る）…30g
タマネギ（粗みじん切りにする）
……………………1/4 個
料理酒 …………大さじ 1
塩 …………………… 3g
みそ ……………小さじ 1

新ジャガイモ ……中 2個
マッシュルーム …… 4個
スライスチーズ
（溶けるタイプ） …… 2枚

スナップエンドウ …… 4本
ドライパセリ …………適宜
オリーブ油 ………大さじ 2
ニンニク ……………… 1片

カットトマト缶 …… 120g
水 …………………… 60ml
塩 …………………… 適宜
こしょう …………… 適宜
顆粒（かりゅう）だし… 小さじ 1/2
みりん ………… 大さじ 1
しょうゆ ……… 小さじ 1
料理酒 ………… 大さじ 1

①新ジャガイモはさいの目に切って水にさらしておく。マッシュルー
ムとスライスチーズは半分に切る。スナップエンドウは下ゆでし半
分に切っておく。
②ボウルにAを入れ、粘りが出るまでよく混ぜ合わせ４等分し成形する。
③フライパンにオリーブ油、ニンニク、新ジャガイモ、マッシュルーム、
②のハンバーグのパテを入れ、中火で両面を焼き上げる。
④③のフライパンにBを入れふたをし、中火で10分煮込む。ハンバー
グに①のスライスチーズをのせ火を止める。
⑤皿に④を盛り付け、スナップエンドウとパセリをあしらい出来上がり。

作り方

シェフ永井のおすすめ

①Aの材料を鍋で合わせ、ひと煮立ちさせて冷ましておく。
②ホタルイカは目とくちばしを取り除く。新ゴボウはささがきにし、
水にさらしておく。
③米をとぎ、ざるにあげて20分置く。
④炊飯器の釜に①、②、③を入れ、さらに20分置く。
⑤炊飯器のスイッチを入れ、炊き上がったらよく混ぜ合わせ皿に盛り
付ける。

作り方

材料 （4人分）

材料 （4人分）
米 …………………………………… 300g
　かつおだし ………………………280ml
　しょうゆ ………………………大さじ 1
　みりん …………………………大さじ 1
　料理酒 …………………………大さじ 1
ホタルイカ（ボイルしたもの）… 20杯程度
新ゴボウ ……………………………1/4 本

　

A
だ
し
汁

A
ハ
ン
バ
ー
グ
の
パ
テ

B
ト
マ
ト
ソ
ー
ス

Chef Nagai’s
recommended

recipe

編
集
後
記

い
っ
た
い
、
い
つ
に
な
っ
た
ら
収
束

す
る
の
で
し
ょ
う
か
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
猛
威
は
治
ま
る
気
配
が
あ
り

ま
せ
ん
（
４
月
10
日
現
在
）。
デ
ル
タ
株

が
沈
静
化
し
た
と
思
っ
た
ら
今
年
に
入
っ

て
感
染
力
の
強
い
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
が
現

れ
、
取
り
戻
し
か
け
た
日
常
が
ま
た
遠

く
へ
▼
落
ち
込
ん
で
い
る
と
こ
ろ
に
今

度
は
デ
ル
タ
株
と
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
特

徴
を
持
っ
た
デ
ル
タ
ク
ロ
ン
株
が
登
場
。

さ
ら
に
感
染
力
が
強
く
、
置
き
換
わ
り

が
進
ん
で
い
ま
す
▼
本
県
で
も
連
日
、

１
０
０
人
単
位
の
感
染
者
が
発
表
さ
れ
、

延
岡
市
も
ふ
た
桁
が
日
常
化
。
河
野
知

事
は
「
県
内
は
第
７
波
に
突
入
し
た
」

と
宣
言
。
そ
ん
な
矢
先
、
海
外
で
す
が
、

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
と
デ
ル
タ
ク
ロ
ン
株
が
合

体
し
た
、
も
っ
と
感
染
力
の
強
い
「
Ｘ
Ｅ
」

と
い
う
新
し
い
タ
イ
プ
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
が
現
れ
た
と
の
報
道
が
。
ま
っ

た
く
先
が
見
え
ま
せ
ん
▼
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
が
現
れ
、
日
常
が
奪
わ
れ
て

か
ら
も
う
３
年
。「
疲
れ
た
…
」。
ど
こ
か

ら
と
も
な
く
聞
こ
え
て
く
る
声
な
き
声
。

と
く
に
若
い
人
に
と
っ
て
自
粛
、
制
限
、

規
制
等
に
囲
ま
れ
た
生
活
は
察
す
る
に

余
り
あ
り
ま
す
▼
期
待
は
治
療
薬
の
早

期
開
発
。
私
た
ち
は
こ
れ
ま
で
通
り
マ

ス
ク
着
用
、
手
洗
い
励
行
、
３
密
（
密
接
、

密
集
、
密
閉
）
や
不
要
不
急
の
外
出
禁

止
な
ど
を
徹
底
す
る
こ
と
に
尽
き
ま
す

▼
こ
れ
か
ら
は
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
時
代
を

受
け
入
れ
、
新
た
な
発
想
で
前
に
進
む

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
要
は
考
え
方
で
す
。

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
も
言
っ
て
い
ま
す
「
世

の
中
に
幸
も
不
幸
も
な
い
。
た
だ
考
え

方
次
第
で
ど
う
に
で
も
な
る
」
と
。 （
哲
）
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葬
祭
ス
タ
ッ
フ
は
、
最
愛

の
人
を
亡
く
し
て
悲
嘆
に
く

れ
る
ご
遺
族
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
当
社
は
、
ご

遺
族
の
お
話
を
単
に
聞
く
の
で

は
な
く
「
傾
聴
」
す
る
と
い
う

姿
勢
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

こ
の
仕
事
に
お
い
て
は
感

性
が
最
も
必
要
な
資
質
で
あ

る
と
い
え
ま
す
。
こ
の
資
質
は

相
手
の
身
に
な
っ
て
考
え
て

初
め
て
身
に
つ
く
も
の
で
す
。

ご
遺
族
の
想
い
を
あ
た
か
も

自
分
自
身
の
も
の
で
あ
る
か

の
よ
う
に｢

共
感｣

を
持
つ
こ

と
が
円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
鍵
と
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
ご
遺
族

の
発
す
る
表
面
的
な
言
葉
だ

け
で
な
く
、
そ
の
想
い
を
懸

命
に
聞
き
、
そ
し
て
感
じ
と

る
心
構
え
が
必
要
で
す
。
ご

遺
族
と
同
じ
目
線
で
そ
の
想

い
に
寄
り
添
う
こ
と
が
最
も

大
切
で
あ
る
と
考
え
て
い
る

か
ら
で
す
。

ま
ず
は
ご
遺
族
に
与
え
る

印
象
に
最
大
の
注
意
を
払
い

な
が
ら
お
話
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
が
、
話
す
以
上
に
聞

く
姿
勢
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

話
し
手
が
聞
き
手
に
与
え

る
影
響
を
測
定
し
た
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
ロ
サ
ン
ゼ

ル
ス
校
の
ア
ル
バ
ー
ト
・
メ

ラ
ビ
ア
ン
名
誉
教
授
は
、
話

し
手
の
印
象
の
93
％
は
言
語

以
外
の
非
言
語
的
な
要
素
に

よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
と
結
論

づ
け
ま
し
た
。

印
象
を
決
定
づ
け
る
要
素

と
は
①
視
覚
情
報（
見
た
目
、

身
だ
し
な
み
、
表
情
、
視
線
）

が
55
％
②
聴
覚
情
報（
声
質
、

高
低
、
テ
ン
ポ
、
声
量
）
が

38
％
③
言
語
情
報
（
言
葉
そ

の
も
の
の
意
味
）
が
7
％
と

い
う
も
の
で
す
。
こ
れ
は
「
視

覚
」
と
「
聴
覚
」
と
「
言
語
」

の
３
つ
の
情
報
が
揃
わ
な
け

れ
ば
円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
と
れ
な
い
こ
と
を

意
味
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
一
般

的
と
な
っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
会

議
が
や
け
に
疲
れ
る
の
も
「
視

覚
」
と
「
聴
覚
」
の
情
報
が
不

足
し
て
い
る
中
で
「
言
語
」
に

だ
け
集
中
し
て
思
考
を
め
ぐ

ら
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
に
原
因
が
あ
り
そ
う
で
す
。

当
社
で
は
、
こ
れ
か
ら
も

ご
遺
族
と
ス
タ
ッ
フ
と
双
方

で
想
い
を
分
か
ち
合
い
、
信

頼
関
係
を
築
き
上
げ
た
う
え

で
葬
儀
に
臨
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

お
く
や
み

  

故
人
お
名
前   

年
齢  

喪 

主    

ご
住
所

（
喪
主
の
方
は
敬
称
略
）

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に

管
内
で
3
月
中
に
次
の
方
々
が
他

界
さ
れ
ま
し
た
。

ご
生
前
の
ご
遺
徳
を
し
の
び
、
謹

ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

合 　

掌

（
以
上
、
プ
リ
エ
ー
ル
ご
利
用
分
）

ご
遺
族
と
同
じ
目
線
で

ご
遺
族
と
同
じ
目
線
で

【
延
岡
市
】

長
野
　
文
子
様
93
数

馬
北
浦
町
三
川
内

松
田
九
州
男
様
93
和

己
出
北

萩
尾
ツ
ル
子
様
81
拓

也
日
の
出
町

甲
斐
　
セ
イ
様
102
清

文
中
島
町

長
友
フ
ミ
ヨ
様
91

洋

惣
領
町

坂
本
　
節
夫
様
85
和

子
二
ツ
島
町

黒
木
　
波
子
様
96

喬

北
方
町
蔵
田
辰

栁
田
　
　
剛
様
85
シ
ズ
子
岡
富
町

甲
斐
ハ
ス
エ
様
93
光

夫
北
方
町
菅
原
未

井
下
　
信
子
様
98
寿

海
野
田

伊
東
香
代
子
様
87
與
三
郎
出
北

長
野
　
房
幸
様
92
ケ
イ
子
土
々
呂
町

甲
斐
　
勝
壽
様
79

司

出
北

木
下
　
美
保
様
91
上
杉
道
子
伊
形
町

中
島
　
清
子
様
99
周

二
中
三
輪
町

今
井
　
邦
雄
様
70
ま
さ
子
北
浦
町
大
井

戸
髙
千
鶴
子
様
95
九
州
男
北
川
町
下
塚

飛
鳥
　
　
強
様
75
美
代
子
川
原
崎
町

柳
田
　
一
郎
様
82
ト
キ
子
小
峰
町

甲
斐
　
早
苗
様
93
安

德
小
峰
町

河
野
ト
ミ
子
様
87
俊

二
北
浦
町
阿
蘇

矢
野
　
博
文
様
93
悦

男
北
川
町
深
瀬
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敏
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一
ヶ
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松
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文
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子
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ヶ
丘

平
田
傳
　
郎
様
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ヒ
デ
子
桑
平
町

平
尾
キ
ク
ヱ
様
95
観

二
三
須
町

中
満
　
久
子
様
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末

丸
沖
田
町

平
川
　
智
浩
様
82
キ
ミ
エ
北
方
町
角
田
丑
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お問い合せは、お近くの JA 窓口へ

お問い合せは、お近くの JA 窓口へ

■サイズ：
W76×H63×D17mm
■写真はイメージです。
実際の商品と多少異な
る場合がございます。
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大切な年金はＪＡバンク宮崎
にお任せください。

大切な退職金はＪＡバンク宮崎
にお任せください。


